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1方言録韻糊一ズ］

　静岡市旧出塁村方言（2）

国立国語研究所編



　このテキストは、方言研究のための資料として

つくられたものであり、録音テープは国立国語研

究所に保管されている。

　この巻におさめた方言の録誉とテキストの作成

とは、すべて国立国語研究所話しことば研究室の

もとめによって、この方言にとくに造詣のふかい

山口幸洋氏がおこなったものである。
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収録地点とその方言について

1．収録地点
　静岡市上湯島（旧安倍郡大川村上湯島）

2．地点の概観

　　前回報告（方言録音資料シリーズG5）と重複するので省略。尊書川上

流の奥地にある。

5．収録した方言の特色

　　前園に報告した通りである。ほとんど、大井川上流の井川村方言と同じ

特徴を備えているが、連母音のいわゆる融合化が全くない点が、井川村方

言と異なり、これがと9もな澄さず静岡市内（昭和44年4月1日より、

　照安倍郡全域を吸収した）に於いてこの方言を孤立的な地位にfO・く。又、

　音韻上／e／と／We／が対立する点も井川と比較される。ギラと呼ばれ

　る独得の文アクセントは最も注目すべきである。

4．地点選定の理由

　　前回同様、この地：方は従来、井川村に比し「無名の避地」であった。

5．　この録音採用の理由

　　江戸時代より続くこの地点の庚申講は、ほぼ2ヵ月に1度、古風な形態

　を伝えながら行なわれているが、この録音は、その庚申講の夜、集まった

　7人が、to祈りをする前の酒食の席に澄かれたマイクによるものである。

『この7人は、すくなくとも「文政六年」以来の、当時のf七人の仲間」の

子孫達であり、上湯島（現在でも、8軒しかない）はえぬきの人達である。

　　この7人の最年長者は大正8年生れで、年少者は昭和14年生れという
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比較的若い層であるが、方言のr勢い」はなかなか澄とろえていないこと

が感じられる点に興味がもたれるQ

6．収録の経過

　　昭和45年7月G7日に私（山口）は下湯島の大森実雄さん、上湯島の

湯本幸作さんに会って、庚申講のことを聞き、8月8日に訪れた。湯本幸

作さんの紹介を得て当日の頭屋の森下忠喜さんに、同席さぜて頂きたい旨、

頼むと、快よぐ受入れて下さった。夜8時20分頃に行くともう酒食の席

　が始まっていたが、それからGO時頃蜜で雑談をしながら私もごちそうに

なった。そのあと縁側へ出て手を洗って、皆で読経をする。そのあと、又、

雑談。本来は「人の悪口を云っても良いから12時すぎまで、しゃべって

すごさなければならない。できるなら夜明けまでしゃべって良しjなどと

　鷺われているが、この時は11時半の解散だった。雑談の内容は、私が決

　して注文したのではなかったが、殆ど、方言をめぐる話題が多かったQこ

　の時は、それで良かったと思う。

7：　表記1二ついて

　　前回通bである。（方言録音資料シリーズ45を参照）　「「式による

　アクセント表記、ノによる句読表記も参考のため施すことにした。

8．　話　　し　手

（略号）　（氏

　　　　モリ　　タ

　A　　森　田

　（居住経歴）

名）　　　　　（性別、生年）　　　　（職業）

　ハジメ
　　一　　　（男　大正45年置Aれ）　　農林業

0才～16才まで現在地、16才～22才まで静岡’市

（農産学校～静岡師範）22才～現在地（うち半年間

兵役）。
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（略号）

　B

c

D

E

［Bi

G

Y

　（氏名）

ユ　モト　ヤス　ヒロ

湯本泰弘
（居住経歴）

モリツジヒロヨシ

森辻広良
（居住経歴）

モリ　　　ヨシイチ

森　　好一

（居住経歴）

ユ　モト　テツ　オ

湯本哲男
（居住経歴）

．ユ　モト　カズ　オ

湯本和男
（居住経歴）

モリ　シタタダヨシ

森下忠事
（居住経歴）

ヤマ　グチユキ　ヒロ

山口幸洋
（居住経歴）

　　　（性別、生年）

　（男　昭和9年生まれ）

0才～現在地

　（男　昭和5年生執れ）

o才～現在地

　（男　昭和14年生まれ）

o才～現在地

　（男　昭和竃5年生まれ）

0才～現在地

　（男　大正15年生まれ）

年間が最長

　（男　大正8年生まれ）

0才～20才まで現在地、

役、27才～現在地

　（男　昭和1G年生まれ）

o才～浜名郡新居町

（職業）

農林業

農林業

商店（自営）

農林業

土建業、大島組に勤務

。才～現在地。仕事で各地tti　wt多し。清水市に半

　　農林i業

20才～26才まで兵

個人的な特徴について記すQ

A……「（用言）＋のだ」を静岡県一般方言のように「～ダ」といわず、

　　　共通語のように「～ンダ」ということがある。これは「録音」を

　　　意識して方言を改めていると見られる。これ以外は問題ない。

B……ほとんど問題ない。

C……「録音」を警戒して～ノー（～ない）を使わないし、かなり冷静

　　　な話し方をする。

D……弱噺な話しぶbで声もよく通る。文アクセントは殆どこの方言の

　　　　　　　　　　　　　一5　一一



　　　特徴を保持しているが、文法的な面は古いいいかたはしないと見

　　　られる。

E…t一・・殆ど話さない。

F……少し酔っているが、そのせいばかbでなく道化た話しかたをする。

　　　ワカンネー（わからない）、キカyネー（きかれない）のような

　　　いいかたをするが、これはこの方言本来のものでなく、静岡布方

　　　面のいいかたを真似しているもの。そのほかは問題ないo

G……この人は、私（山口）と一対・一で話をするときも、殆ど大川村方

　　　言丸出しでしやべる。又、評判でもr：方言丸出し」の代表的話し

　　　手ということである。まさにその通りで七人中随一の方言の使い

　　　手。但しFと同じくあまbまと譲った話をしない。ケッカ（結局）

　　　というのが口癖Q

Y……新居町方言を基調としたことばで話す。
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1．． 綷ｾのこと
（1）

話し手

解 説

A……森田　一　　　B……湯本泰弘　　　G・…“森辻広良

D……森　好一　　　E……湯本哲男　　　F……湯本和男

G……森下忠喜　　　Y……山口幸洋

井jll村や大川村槍尾などについての方言の評判を話しあう。大川

村：方言でいう、バラがペッター（腹が減った）、シッソ（するな）、

ウウォク（置く）などの例が出て、方言のことが話題になる。但

　v
し、これらは私（山．口）の注文によるものではない。

　　　　「　　　一1　　　　　　　　　　　　　n　　　　「　■　　　「　　1
Djasasi：1jo　：．　na　koto’bad，ana：　na，：
　　　　やさしいような　　　　　　ことばだな　　　　　な

　　　　「　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　1　　　　　　　　　■

Bjasa，si：qcju：daka naNcju：daka　nja：（ltju：jo：na
　　　　やさしいというのか　　　　何というのか　　　　　ニヤーっていうような

　　「　　　一1　　　　　　　　■　　　　　　　　「　　n　　　　　　r　　■　　　　1　「

　　kja：qcju：jO：na　ko七〇；ju．：dana：ika：wa
　　　キヤーっていうような　　　ことをいうんだな　井川は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1｝

　　　　「　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　「　　、

Dko（1cijorja：orja：jasa’si：tomo：ja：
　　　こっちよりは．　　　俺は　　　やさしい　　　と思うよ

　　「　　　■　　　　　「　　　　　一董　　　　　　　　　　　　　　　　’1　　　　　「’　　　一1　　　　　　　「「■

Ana：ni　kja：（ltθ　ju：k：otowa　ho：da　narao－dθmQ
　　　なに　　キャーって　　　いうことは　　　そうだ　　槍尾　 でも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2｝

　　　　　　　コ　　　　　　　ド　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　　kja：k：〇七〇わadana，　皿θsio　　k：U（｝kja：　，　　　　　　　　　　mθSio
　　　　キャーことばだな　　　　メシオクッキャー（飯を食った）　　　　　メシオ（飯を）

　　　　ド
F　　hi　qkuwaqzaq
　　　ヒックワッザッ（食お亀う）

　　r　　　　　　■　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　r　■

Bkuwaza：　zjanaijo，　me8io　ke：，ke：d．a
　　　クワザー　　　　　じゃないよ　　　　メシオケー（飯を食え），クーだ

　　　　ド

Amθsio　k：ja：maika
　　　メシオキャーマイカ（飯を食診うよ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一5一



　　　　ド

B　mgsio
　　　　メシオ

ke：q七θ
ケー一って

　　n　（3＞

ju：　N（ヨLajo　，

いうんだよ，

　　r　．

孤eSZO
　メシオ

ke：　，

ケーs

　r．．　．

皿eS■0
メシオ

ke：　q’t　e

ケー一・・って

　　　　1
ju：daづ。　（笑）
いうんだよ

　　ド　　つ

E　ku　etO
　　　クエと

　　　　　つ　　　つ
ju，：zja　：nalda
いうんではないのだ

　r　l
ke：qte　ju：da
ケーって　　いうんだ

　　　　ドコ
B　k：e：℃o
　　　ケーと

　　　　　　　　　　ド　つ
naNcju：（Xa，kana：　　ano：
　　何というか　　　　あのう

ku：tono
クー一との

r　　　：

aidamitaina
あいだみたいな

　　　コ
ko七〇：
ことを

ju：da
いうのだ

G　ho：da　ho：da，　ho：da　ho：da　ho：da，　ta　sika
　　　そうだ　　そうだ，　そうだ　　そうだ　　そうだ，　たしか

　　　　　r　　　　　　　　　　l

F　hiqkuwamaika　qcju：　kotowa
　　　ヒックワマィカ（食：tsう）という　ことは

　コ
do（lkani
どこかに

1　　　　　　　r　n
a　qtaqke　na　：
あったっけな

　r
滋θs■

メシ．．／

hiqkuwama　ika
ヒックワマイカ

　　　　ド
G　エnesiQ
　　　メシオ

hiqkuwamaika　qcju：
ヒヅクワマイカっていう

kotowa　kore
　ことは　　　　これ

Juzz　mano
　　湯島の

　　　　　l　　　n
kOむoba（芝dajO　，
　ことばだよ

　　r　．

皿eβユ0
　メシオ

　　　　　　　　　コ
hi（｝kuwama　i　ka
ヒックワマイカ

do：mo　haraga
ド・一一モ　　 ハラガ

pe（1七a：
ペヅター（どうも腹が減った）

C　haragゑ
　　　ハラガ

　　　　lr　7
peqta　：　na　：
ペッPt　一一ナー

G　h証raga
　　　　ハラガ

　コ　　　コ

peq七a：
ペツター

mesio　hiqkuwamaika：q．te
メシオ　　　ヒックワマイカーって

　　　　　　ドコ
ju：jaca：　kore
いうのは　　　これ

．　　1
Juzzmano
　湯島の

kotobaqda：
　　ことばだ

　　　　ド
C　ha　raga
　　　　ハラガ

　　　　1
peqta：
ペヅター
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G　sokdenan：
　　　それでな

　r
narao滋○
　檜尾の

　1　．　1ho’　：　no　　　　　　kO七〇ba：
方の　　　ことばは

　　　　r　．　．　　1
F　ku　wamja：ka　’早@，

　　　　クワミャーカっ

　r　．1　．　r　．　”　　1
滋θS■Q　kuwalaja二ka儀tθ
メシオ　　　　クワミャーかって

D

F

　　ド　　　　　コ　　コ

zjamu．sirLaNk二ademo
　　ジャムシ　　なんかでも
　　　　　　｛4）

　　「　　　　　　、　　　　　　「

9：ja：musiq七θna　l　，
　ギヤームシってな，

　　rl　．　　．　r　　lgja：　musiqeju：d．a’　na　：
ギit．一ムシっていうんだね

　　rl　rga　：　musiqeju：da　na　，
　ガームシっていうんだな，

　　ド　　　　　コ

zjamUSiqcju：ko一じO
　ジャムシっていうこと

　　　　r　　n　　　　　　r
C　ko　ko　’raz　ja：　sa
　　　　ここらではね

　　r　l　rl，　abuqcju：o　aboqtju：daina
　アブ（虻）っていうのを　アポっていうんだよ

　　　　　　び　　　　　　ゆ

nara　OZJa・
　檎毘では

　　r　l　r　　l
D　a　bo：　na　：
　　　アボーな

。　abo，　ma：rdaR　cigaqtajacu
　　　アポ　　　まだ　　　違ったのが

　　　　　　　r
arudagke　jo
あったっけよ

　　r　　　　　－

A　ka：saNni
　　　　奥さんに

osowaqtada
　教わったんだ

（笑）

　　　　　ド　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　つ

F　　 zjalnu．siqcju．：k＝Q七〇：
　　　　ジャムシっていうことを

　　r　　　l
gja　：mu　siqcju：dajo
　ギヤームシっていうんだよ

　　ド　コ

G　Q：
　　おへ

　　ド　　　　ヨ
　コ　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　リ

9∂a・mus■
ギヤームシ

　　ド　　　　コ

gja　：mu．siqcju：d．a
ギヤームシっていう

r　　　n

¢a　sika
　たしか

　　　　　ド　　　　コ

F　gja：皿usi
　　　ギヤームシ

　　ザ　　コ
G　　ta　sik：a
　　　　たしか

　　　　r
ho　：　a一．a　jo

そうだよ

　　　　　
C　sugu，
　　　すぐ

cika　idaga
近いのだが

　　　　　　ド　　コ
cigau．da’na　　maru（ik　e
違うんだな　　　　憲るで

　　　　　ド　　　コ

Acigaujo：　　　　違うよ

　　ド　　　　　　　コ

d．O：ju：wa　Keda］ka
　　どういう訳か

　　　　ド
B　da　itai
　　　　だいたい

　　　　ド　　　　コ
，　　Si！nojししZil！ユatO

　　　下湯島と

　　　　　コ
kamiju’zima七〇
　　上湯島と

　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　コ

ciga　ugurald．ada　i
　ちがうぐらいだよ

一一
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A　naNsjo
　　　とにかく

　　r　：　r

通eSXona　飯をね

G　ho：da
　　　そうだ

　　　．n

mes±　o
．飯を

A　joku
　　　よく

　r　　－
ka’　wa　iwe
川井へ

sigO七〇i
仕事に

　　　　　　1
ikutona　：
いくとな

　　r　　l

灘esi　oke：
メシオケー

　　r　l
mesioke：（笑）
　メシオケー

　　　　　　　　r　　l

G　a：　mesio　kue
　　あts　飯を　　　食え

　　　　r　　　　　　l
A　do　：　ju：　ko　toda
　　　どういうことだ

　　r　　n
G　ho　：da
　　　そうだ

　コ　コ

hO：da
　そうだ

ho：da
そうだ

　　　　ド　　コ

Amesiok：θ
　　　メシオケー

豆1θsi◎ke：q七e
　メシオケーって

　　　　つ
G　hO：da
　　　そうだ

ho：da　ho：da　so：ju：da
そうだ　そうだ　　そういうのだ

　　　　r　　　　　　　l
A　孤θsioke：q七θ　jObu　（笑），
　　　メシオケーって　　　呼ぶ

　　r　．1

孤eS■0
メシオ

kueqte　juiso：na
クエって　　云いそうな

　1mo　Nda
もんだ

G　soide
　　　それで

　r　　　　　　l

soideha　1
それでもう

　rha　raga
「腹が

hθq七a：
へった

　r　n　，
me　sl　o
めしを

　　ド　　　　　コ

・kja：mLaikaq『じe
　食澄う」って

ko：na
こうね

　r　　l
血θS：LO
メシオ

　　r　　　l
kja：通laikaq七e
キャーーマイカって

　”　　　　　　　　r　n
｝ro’；　ju：　Ndana：

こういうんだな

　　r　　　n

Y　kja：qte
　　キャーって

　　　　r　　　l
j1ユ：］ka　Ile；

いうかね

　　r　　　l
ka二孤a主玉ζa（ltθ

カーマイカって

　　　　　　ド　　　コ

juwaN］sa　ne：
云わないかね

G　kja：malka
　　　キャーーマイカ

　　　　r．

A　ko’kowa
　　　ここは

　　　　　l　　　n
juwana　ike　redomo
云わないけれども

　　r　　　　　　l

na　raobu　rakuwa
　檜尾部落は

　　の　　　の　　　　　　　

SO・3U・
そういう

一一
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　　　　r　　　　　l
B　na　raowa
　　　檜尾は

　1　r　　＝so：ju：qdajona：
そういうんだよね

　r　．
me　slo
メシオ

　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　1
kja：mai玉ζa（｝七θ　　ju：ko七（）：

キャーマイカって　いうようなことを

　　r　「
ゆ　　　　　の　　　　　　　　　　　

JU・na・
いうな

　　　　r　　　n
F　bu　cjo　’：　siqte
　　　ブチョ．・一シって

　　　　r　　　1

，　1）ucjO：siqte
　　　　　　　　フチョーシって

　　　　1
ju：ko七〇：
いうことを

　　　　　　r．

siqteru’ka
知ってるか

　　　　　　1

Y　siraN
　　　知らない

　　　　r
D　kokoraqzja
　　　　ここらでは

　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　コ

ci（｝kuwamaika（≧Cju：（lda’i
　チックワマイカっていうんだよ

　　　　r　　　　　　　　　1　1
F　bucjo：siruqte　ju：dai
　　　ヅチョーシル（落ちる）って　いうのだ

　　　　f　　l
G　mo’　no　ga
　　　　ものが

　　　　一　r　　lraqka　sirukoto：na：
　落下することをね

　　　　r　l　l　　r　nA　o　ci　ruko　to　da　ne：
　　　　落ちることだね

　　　　r　　l
F　mo　no　ga
　　　　ものが

　　r　　l
raq　ka　sirukoto：
　落下することを

　　「　　、

bucjo：siru，　a：
　つフチ．ヨーシル　　　アー

　「　　　　　　、
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　サ

ano∂arO・ga
アノヤローが

　r　　　l　r　　l
bucjo：siruzeqte
ブチB一シルゼって

　　　　　　　　　nr
ko：ju：koto：na
こういうことをね

　　　　r　　l　　　　　　　　　l

Y　oci　ru　zjana　i
　　　オチルじゃなくて

r　　l　n
o　si　rukane
オシルかね

　　　　r　　l
F　ja　ma　ga
　　　ヤマガ

　　　r　　3　1　　0cirutokasa：　ano：
オチル（山が崩れる）とかね　あの

ko：ju：
こういう

ano：
あの

　ヂ　　■

mo　no　ga
　ものが

　r　l
o　cl　ru
落ちることを

　　r　　　l

buejo：siru
ブチョーシノレ

　　　　「　　　　　「Gbuciociru
　　　　ゆ　　　フチオチル

「
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　ほ

anoJaro・
アノヤロー

■孤an■
イマニ

　　　l　　　　　　r
bueiociruze
　ブチオチルゼ

　　　　ド
F　　mi　tete
　　　　ヘ　　リ　　が
　　　　ミアア

　．　一1．

MJO：
ミu一（見ていてみよ）
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　　　r
B　atamato
　　　　頭と

　．　r
slrle
尻へ

taigai
たいがい

　つ
CUku．qdai
つくんだよ

　　　　ド　　　　　コ　　コ

F　　bucjo：siru
　　　　ブチョーシル

　　　　じ　　　　　つ　　つ　　　　　　　　　　　　コ

Bbucjo：sirutokasa，：
　　　　ブチョーシルとかさ

soide　ano：
それで　　あの

　　　　　r　　　　　l　1
F　buqto：sicju：kota
　　　　プット　一一シっていうことは

　　　　r　　　　l　　　　　　　　　l

B　iqpasi’rutokasa：　na：
　　　イッバシル（行く）とかさ　な

　r　1　　1da　±ta±　ho　re
だいたいそれ

　r　　　　　　l
so：ju：hu：na
そういう風な

r　r　　：
a七ama　we
　　頭へ

　　r
tai　gai
たいがい

cu　iteruda．
ついているんだ

　　　　ド
C　mo　no：
　　　ものを

　　　　ド　　コ

F　SOkoi
　　　ソコイ

sokoi　oitekaqza：qcju：koto：
そこへ　　置いて行こうっていうことを

　r　　　　　　　　　　l

uqcjoiteke：
ウヅチョイテケー

　　F　　　n

uq　cjo　itekazu
　ウッチョイテカズ
　　　　　　　　　　　（5）

jaku七aまmOnaini
ヤクタイモナイニ（そこへ置いて行け； つまらない）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　l

kuruma：　ol〈udade　uq　cjolteke：
クルマーオクダデ　　　　　ウッチョイテケー（車を置くんだから置いて行け）｛6｝

　　　ド　　コ　　　　　　つ
1）　　uWOi－lek二e（lcj1ユ：

　　　ウウォイテケっていう

　　　r　　　　　　　　l　1
A　uwoitekeqte　ju：da　jo
　　　ウウォイテケ（置いてけ）っていうんだよ

　　　r　’　　　1B　uwoitekeqcja’：．
　　　ウウォイテケなどと

　　　　　ド　　コ
　ju．：（ヨLena：　，

いうんだからな，

　r　　　　　　　　l

uwoiteke：
ウウsイテケー

　　　　　　r　　n
meNdoku　sa　i
　メンドクサイ

r　　　　　　　l

uwoiteke：
ウウォイテケー

C　soNnakotai：
　　　ソンナコター

me　Ndol〈usa　i
メンドクサイ（そんなことは面倒くさい）

　　　　r　　　　　　l
Y　me　zurasi：
　　　　めずらし’い

　　　　　1　　　　　1
koto　ba　dan　e：

　ことばだね

　　　r
F　iroiro
　　　いろいろ

　　　　r　　n
arしとd，θna：

あるからな

　　　　1　F　l
ho：ge　Nwa　na：
　　：方言はな

kore
これ

gaqpa　n
やっぱり

一10一



B　a”奄浮?ｏ一?P］」uNni　zu：to　koslraeru’to
　　　アイウエオ順に　　ずうっと　　こしらえると

　　　　　　1　r　　l
omosiro　iwa　na：
　お・もしろいな

　　　　r　　　　　　　　　　1　r　　　　　　　　l
F　ucikura：serunaNte，　c±qkura：seru
　　　　ウチクラーセル（なぐる）なんて，チックラーセルとも

　　　　　r　：　r　　lB　ciq　kura：se　runaNte　na：
　　　　チックラーセルなんてね

　　　　r　　　　　　　　　　　l

Y　kokoraheNzja：
　　　　ここら辺では

ano：
あの

　r
ko　domoni
子供に

nal〈　una　qte
「泣くな」って

　　　　コ

ju：℃okino
いう時の

　　　nr　1
kO七〇：ne：
　ことをね

　r　　　l
na　lso　qte
　ナインって

ju：hu：ni
いうふうに

　　　　　　r　l
juwaNka　ne　　　　　　　　　：

いわないかね

　　　　rr
B　naiso？
　　　ナイン？

　　rr
naiso？
ナイン？・

　　　　ド

Y　naiso
　　　ナイン

　　　　r
B　na　iso
　　　ナイン

　　　　r　　　　l　　　　　　　　　　　r
F　na　ku．na　qc　ju：　koto　：？

　　　　F泣くな」っていうこと？

　　　　r　　　　　　　　　　　l

A　nakja：garunaqte
　　　　ナキャーガルナって

ju：kota：
いうことは

コ　　　　　　ロ

JU・＄a’

いうが

　　　　ダ　　　　　　コ

F　　nakuna（｝tθ
　　　　「泣くな」って

　　　　ド
ju．：k＝Qto？
いうこと？

　　　　r　　　l　1
B　na　iso　qcja：
　　　ナインとは

　　　　　r　　■
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　コ

：LwanO．na．
云わない

　　　　　　　　ド　　　ロ　

G　　主wano：na：
　　　張わないな

　　　　ダ
F　k：Odomo
　　　子供が

　　　　ド
コ〔〕Laitθru？

泣いてるとき？

　　　　ド
B　　muLka：sinQ
　　　　　昔の

　の　　　　　　の

SJU・wa
　衆は

　　　　　　コ
j篭（｝七aka　mo

云ったかも
s±rano：
しれない

一一 l一



　　　　　ド　　　　コ

A　naiso：
　　　　ナイソー

　　　　r
B　muka：sino
　　　　　昔の

　ロ　　　　　　ロ

8∂u・wa
　衆は

F　juwanaina：
　　　　云わないな

　　　　ド
，　na　kja：9：aNna　，
　　ナキャーガンナ，

　ド
na　kja：gaNna
　ナキャーガンナ

　ド　　　　　　　　つ

bakajaro：
バカヤローと云った

　　　　r　　　l
B　na’iso：dano
　　　　ナイソー一だの

　　r　　l　1s±q　so　qtju：koto
　シッソっていうことを

　　　　　　　　　r　　l

cukaqtaqda　na：
使ったんだよ

　　　　　ド　　　　　　　つ

Gja：kamasi：
　　　ヤーカマシー

　ド
nakjalgaNna　，
ナキヤーガンナ，

r　　　　　l

u　rusax
ウルサイ

ko王ユojarO］：

コノヤロ・一一

nalNte　ju：

などと　いう

　　　　　ド　　　　　　　コ

BsoNnakotol
　　　　ソンナコトー

　．　r

SエqSO
シッソ

　　　　　ド　　コ

，　joq　S：L：ba：ga　　a’no
　　　澄よし婆が　　　　あの

kosinol　magaqta
　腰の　　　曲った

　
ag

が

ロ

「
a
婆

わ
　　ド　　　　　コ

kuZU．rθno
　　　崩野のね

　ド　　　つ

　　　　のno　na。 ho　re
ほれ

a，no：　・・…　。韓・

あの

ド

anO8i℃O】宜
　あの人が

joku
よく

ju：daqkja
云ったっけ

　r　　　　　　：

so　Nnako　to：
ソンナコトー

　　　　　　　ド　コ

omae　　s■qsoqt∂u
オマエ　　シッソっていう

　　ド　　　　　　　つ

sirUltaq七θ
．「するな」って

ju：koto：na
いうζとをね

　　ヂ　　、
　　　　　・）（G’ho

　　ド　　コ

siqsoq．七θ
シッソって

　　　　　　ド　　コ

ju：dajOna：
い、うんだよね

　　　　　ザ

D　sorja：
　　　　それは

　　r　　n
，　ki：takoto
　　　聞いたこと

　　r　　l
aru　na；
あるな

　　　　コ
huNd．a　N
　だけど

　　　　ド

A　SQrja：
　　　　それは

doqkano
　どこかの

．

G　ho：
　　　ほう

　　　　　つ

hoizja：
それでは

コa（猛）a

やっぱり

　　r　　　　l

kuzureno：
　崩野は

　　r

na　kanakajaqpa
　なかなかやつぱ診

　　　　　　　　　ヨ
F　　soNnako七〇
　　　ソンナコトー

　．　r

SエqSO，
シッソ，

　　　　　ド
aq　　　Q　re工no　，

あっ　　俺も，
aq　，　sip　，　soN　nako　to：
あっ　　シッ　　　ソンナコト　一一

　．　r

SエqsO
シッソ，

　　　　　ド　　つ
，　　S雲，q．soqLcju，：ko七〇

　　　シッソっていうこと
aqta　，
あった，

　　　　　　コ

SoNnako七〇
ソンナコトー

　．　r

SX儀SO
シッソ

　　　　　ド　　つ　　　　　　　　　　　コ

siqSOjoqcju：kO’むO
　　シッソ冒っていうこと

aqtaja
あったよ

一一 P2一一



　　　　r　　　　　　　　l

D　josiqcjae
　　　SSシッチャエ

naNcja：
　などと

ano：
あの

uclno
家の

　1
わa：ga
婆が

　　　　　　　　　　　r　　l
jo1ζu．　　ju，：q，dLaき乏し二

よく　　いうんだよ

　　　　　ド
F　　si（1SO
　　　　シッソ

　　　　r　　－

slqso　jo
シッソヨ

　　　　　　　　　ド　　つ
　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　　　　　

a・re　　　s■qsOJOqcJUt
あれ　　シッソヨっていう

ko七a：
ことは

juqta　ano：
覚った　　あのう

haelzju：
　八十

ho　ra
，．ほら

ド　　　つ　　　　　　　　コ

kju：zju．：ba：saNga　　 oエnae
　　九十婆さんが　　　　　　豊前

szqso30
シツソヨ

r　．1

sl　qso
シヅソ

　r　　　　　　n　］jokenasa　iqcju：ko　to
　　除けなさいっていうこと

　　　　1　　　　　1
zjana　±desuka
　　じゃないですか

　　r　　－　　　　　　1
（y　so：so：so：）

　　　　　r　　l　r　ljokena　sa　iqcju：koto　na：
　　　よけなさいっていうことね

　1　　　　　　　　　　　　1
si　qsoqcju：koto　wa
　シッソっていうことは

　　　　　r
B　siq　so　，
　　　　シッソ

Doslna
　よしな

　　　　　r　l　1Y　sig　so　qc　ju：　koto　wa
　　　　　シッソっていうことは

　r　　　　l
jarUしnaqcjU．：k二〇t；O
　やるなっていうこと

　　　　r　　　　l
F　ja　runa　qcju：　ko　to
　　　「やるな」っていうこと

r　l　　　　　　l
ho：da　ho：da
そうだ　　　そうだ

r　l
aq　ta
あった

r　．1

SエqSO
　シッソ

　’1　：si　qsoqcju：ko　to
シッソっていうこと

r　　　　　　　　n

soNnako　ta：
　ソンナXター一

　　r
si　q’　so

シッソ

　　　ド　　　　コ

Aima：dok：i
　　　　い懐どき

zeNzeN　soNnakoto　ba
ぜんぜん　　そんなことばは

　　　　　　　　ド
cukawaRaina
使わないな

　　　　r　　　　　l

B　so　rja：
　　　それは

cuka　wanai
　使わない

F　a：
　　あN

　　”，

ora　ga
俺の家の

balsaN　juqta　orega
婆さん　　云った　　俺が

　　　l　　　　　　　r

kozo：Ntoki　na，　ano：
小僧のときね　　　　あの

kokon±
　ここに

　　　　　　　ド　　コ　　　　　　　　　　つ

oqtθ　　kO　cuitOkisa：
居て　　　ノ」、さい時さ

　　　　ピ　　　　　　　コ

，　　ja　k：uta　imonaikoto
　　　　つまらないことを

　　　　　　　1

sitatokinja：
　　した時には

　璽　　「

slq　so
シッソ

　　　　：　　　　　　　　　　　r
　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

　　　　　　　　　　　　コ　　　　　ロS：LqSOq，CJa・　　コU．・ra，　a
　シッソと　　　いうだろう　あ

sorJa；
それは

Sore皿O
それも

　　　　　　　　1

kotobazja：
　ことばでは

　　r　　l　　　　　　　　　l

wa1〈aqteruda　jo
　わかっているんだ

　　r　　l　r　　’1s±q　so　qcju：　ko　to　wa　：

　シッソっていうことは

・一　4　5　・一一



ko；ju：koto　daqeju：
こういうこと　　だっていう

　　　コkotowa
　ことは

皿iNna，
みんな

　　　1　　　　　　　　　　　　　　r

waka　qterudake：ga　na，
　　わかっているんだけどね

「　　　　　　「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

ll－ma，ZJa・
今では

wakaNne：ja
　わからないよ

　　r　　：

8iq　soqtaq七e皿○
　シッソといったっても

　　　じ

G　ima：
　　　今は

　r　　　　　　一警

so　Nnako　ta
ソンナコター

　ド　　　　　　　　つ

joδja：gareq．七θ
　欝シャーガレって

　　　　　　　　F　　l
ko　：　ju．　：　Nda　na

　　こういうんだね
a：

　　　　ド　　　　　　　　つ

F　　　SONnak：o　ta：
　　　　ソンナコター

　　r　　r
siq　so　Jo
　シッソヨ，

　　　　　r　　l

，　Sユ儀SO
　　　シッソ

　　　r　l
s，　iq’　so　qtju：　da　：

　シッソっていうのだ
ano
あの

　r　　l

hlkoba：no
蓉裕母の

ano　kju：zju：ikucukade
あの　　　　九十いくつかで

siNda　ba：saNga
死んだ　　　婆さんが

　　　　　ド

B　　soNna
　　　　ソソナ

　　　　：　．r　　lwaira　qt　ju：gdai　na’：
ワイラッていうんだよな

　　　　　r　l　r　l
A　ko　ko　qzja：　na：
　　　　　ここではな

「　一l

ima：
今

r　lr　lima　：　na　：．

　　今な

F　a：
　　あtb、

　　　r　　■
　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　の

S■qSO儀C3U・
シッソっていう

　1ko　to：
ことを

a
　　　コ
wakaqta，
わかった

rl
ara　；’

　あるよ

　　　コ
kok：onja：
ここには

　　r　n　　　　　　　l
Siqβo（差cj1ユ：kO七〇：

シッソっていうことを

　r　　　　　　l

hazimete：
　はじめて

　　　　　r　　　　l

Y　so　rena　Nka
　　　　それなんか

ド　　　つ

Ol皿1ユkasinO
　大昔の

　　　　　　　コ　　ド　　つ

niqpoNgo（ie　ne二
　　日本語でね

　　　　r　　　　l

A　oremo
　　　　細れも

　　　　　　　1　r　l
hazimetedaja：
はじめて聞いたよ

　　　ド　　　コ　　　　　ド　　コ

YO：mu．ka，sino
　　　　　大昔の

　　　　　　　一1　r　　l
niqpongo　de　ne　：／
　　日本語でね

　ド
sorega
それが

noko　qtoqta
　残っていた

　　　「　　　「闇　　■

wake　da　ne：
　わけだね

F　a：
　　あx

せ
　、

a
ま

　
・
コ
｝Z

で

「

　　　　ド　　　　　コ

Aku　maso、
　　　　くまそ

tak：eru．nomik二〇七〇de孤O
　　　たけるの命でも

　r　n　r
kita　ka　na
来たかな
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　　　　ド　　コ　　　ド

F　　uragana：　，
　　　俺の寡の

　　r　　　　n
to　sijo　rino　，
　としよ夢の

r　　　　　　l

o　1〈uniba：qcju：ka　，
　お・くに婆っていうか

　「　　　一1
　ロ　　の　　　　　　　　　　　ロ

C：L．sa，■

　小さい

　　r

ka　radano
　　　体の

　　　　コ
　の　　る　　　　　　　　　　ロ

C■，sa工
小さい

ba：saN
婆さんが

1

a　qtara　，
あったろう

r

ano
あの

　l　　　　　　r
ba：saNga　na　，
　婆さんがね

ora　ano’b＝FsaN
うちの　あの婆さん

　ド　　　　　　　　　　　　つ

ha　cizju．：iklU．cukad，e
　　八十いくつかで

　　　　　　1　　　　1
s±Ndake　Nna’：
　死んだけれどね

　　　　ド

，　七ama：
　　飴玉を

1　　　　　　　　　r

u　qteruda1　na
売っているんだよ

　　　ド
，　　a　口θda孤a，

　　　飴玉

oralgaurモ奄奄

e
の家で

oide　ore
れで　　お・れ

　r
usumi　：
みに

kudai　　ko：
くんだよ　こう

lqso
ッソ

　　　　　：　1iq　so　qcju：da　i
ッソっていうんだ

　　　　　　r
o：　，　sore
う　　　それ

moidaita
い出した

　　　　ド　　コ

　so：ju：
　　そういう

otoba：
とばは

　　　　　r　：
rθ　　haziエnθ七θ

れ　　はじめて

　　　　　1
i：tajo：
きいたよ

　r　　l
iq　so　qte
ッソって

　　　　　　　1
u：kotoba’：
うことばは

　　　　　r　　l
rθ　　　haZi孤e七e
れ　　はじめて

　　　r　　l
±：tajo：　ore
聞いたよ　　　　お・れ

　siqsojo　，
　　　シヅソヨ

　r　　　　1　．　1iq　sojo’q メ@ju：　da　jo

ッソヨっていうんだよ

　　　　F　　　　　：

　na　kaqso　qte
　　　ナカッソって

　　　「　　　　　ロ　　　ロ　　　　　ら　　　　　　　　

　　　　　　　　のU・JO。nJa。
、うよう畳こやま

　　　r　n
uqkena’：　，
1つたな

　r　　　　l

a　kunaqte
泣くな」って

OQ
と

こ
・
ム
ン

U
、

し

　rn　ija
　いや

　r　　　　l

a　kuna　zjanakuts
泣くな」じゃなくて

r　　　　　　l
a　kasuna　qcju：
泣かすな」っていう

　　1　　r　　l
o　to　ka　ne：

ことかね

　　　　r
　na　kas　una
　　　泣かすな

　　　ド
　　nakaq．sO
　ナカッソ

　　　　　　　　　F　l
　so：ju：ko　to：
　　　そういうことを

　　　ド　コ
u（｝kθna：
ラミつたな

　　　　　ド

Ja　　u．raga
ゃあ　俺が

r　　　　　”

kunoho：no
の評

oidade
れだから

Ju　；．wa

は

　　FJ　一l
θ（ガka
の結；果

　　－

o　kuni
に

　　　つ
aqpa　r：L
っぱり

　　　　　　　　　　ド　　コ

ukaqtajo：nana：
ったようだな

コo　re
れ

no：
の

　r　　l
a　to　riqkara
轡ら
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　r
o：mano
大間の

aidanja：
問には

naNni　mo
　何にも

　コ
nai
ない

ku：kaNde
空間で

　　　　　r　　n

，　ato　de　kono
　　あとで　　　この

ド　　コ
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

O・maga　　捻an：LO
大井が　　　なにを

sitaqcju：daga　jaqpa
　したっていうんだが　やつぱll

so：iqtawakede
　そんなわけで

ザ　　つ

Qkuk：ara　　　kono
奥から　　　この

コ

Olka：
大川は

hira　kete　kitazuvaka　soNnako　to
　開けて　　　　きたのだろうか　　そんなこと

　
e

⑪
て

：
つ

　
a
畦

張
力

「
o

B 　　　　　　　　1　r　l
ano　kono　ka：takewa
あの　　　この川筋は

okukara
　奥から

　　　コ

hiraketaqcju；da
開けたっていうのだ

　　ド　　コ

G　na，：
　　　ね

　　コ
okukara　　　kO：
奥から　　　こう

　　ド　　　　　　　　コ

Bsoidena：
　　　それでな

ano：
あの

keqk　joku
　結局

r　n　一　　　no：maqtju：kotowasa：
　　大間っていうことはさ

　r　　l　：
ja工na（la，ke　nisika
　　山だけにしか

　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

臓aida（主kecjQ：waja：
　　　なかったそうだ

許　．「

UGエga
家が

kono一
　この

kawatakeni
　　川筋に

ZU：q・七〇

ずうっと
kudaqte　sonozibuNn．ja
下って　　　　その時分には

　　　1
hasi　wa
橋は

　　ド
1〕．a　ida皿ONd，θ

ないのだから

　　　　　　　　r　　■
　　　　　　ロ　　　　ゼ　　　　　　　　 リ

wataq．CJa・雄a。
　渡ってはね

r　　l

iKgdaqkecjo：ga
　行ったんだそうだが

soide
それで

　
り
　
の「

i
い

k
き

よ
大

aidaqte
あいだと

　　コ

kaitθ
騒いで

ず　コ

0：maqte
　大間と

ju：（乳a（1七e

いうんだって

　　r　l
A　ma：
　　　まあ

sO：ju：kotoAi
そういうことに

「　■　　　　　　　ド　T
na　qtera　：　nti　：1

　なってるね

　　　　　　　　　　　　ド

Bso：（iaqcjo：jo，
　　　　　そうだそうだ

「　　　　　　一1

soide
　　それで

　　　　ド　　コ
O：ma（｝七e
大問と

na1丑aeO
名を

　　　コ　　　　　コ

cuketamoNd．a（lcjo：一
　つけたものだそうだ

wa

　　　　　r　　n
F　hiq　so　qte
　　　　ヒッソッテ

hoideko：
それでこう，

　ド　　コ

■rO　r■ga
いろりが

　　　　ド　ヨ

aqtesa：
あってさ

r　－

na：
まあ

　r　　　　　l

taki－bio
たきびを

kimete
　して

　ド　　　　　　　し

七a｝ζibiqte
たきびって

mukasi
　土　　日
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　　r　．1G　　　hi’ka
　　　火か

。
を

冒
字

　　　　　　　r　　l

kakeba　do：
　書けば　　どう

’kakuqzura
書くんだろう

　　　　　r　l
F　hiq　so　qte
　　　ヒッソッテ

　　r　　　　　l

h±qsoqteqcu：da　ko：
　ヒッソッテっていうのだ　こう

£
n
ね

「

　　r．　1B　　　joseqte
　　　ヨセツテ

r　l
joseqte
　ヨセッテ

　　　r　l
F　a’cu’idesa：
　　　熱いからさ

　　　　　　　　r　n
omae　hiq　so　qtejo　，
お・前　　　ヒッソッテヨ

　　　r　：　1h±q　so　qtejoqcju：ko　t．o
　ヒッソッテヨっていうこと

　　　　l　　f
si（1七θrししra

知ってるだろう

A　a：
　　　あlb，

　　　r　l
hiq　so　qtejo
ヒッソッテヨ

　　r
80（1七e
ソツテ

　　　1
hiso　qtejo
　ヒソッテヨ

r　n
aeu　iz　oqte
アツイゾって

　　　　　r　l
B　hlq　so　qt　eq　te
　　　　ヒヅソッテって

　　r　　　l
so　rewa　Ja
　それは

　r　l　r　　n　1h±so　rq　hi　sa　reqCeju　：koto　da
ヒソレ（後ずさりせよ）ヒサレっていうことだ

G　a：
　　あ）・，

　　r　：
hiq　sa　re
　ヒッサし！

　　　　　r　　　l

A　so　rewa
　　　　それは

鵠醜・j・ 　r
so　rewa
それは

　　　1
hisa’reqcju：kotoda
　ヒサレノッてし、う事だ

Y　soreFxai：

　　　それとは

　　　　　　r
cigauda’ne
違うんだけれど

　　　r
，　so　no
　　その

　　　1
hi　s　o－t　owa

ヒソとは

　　　　　　　　　　　lr
mata　cigauda：n／e
また　　　違うんだね

　　　　　　r　l

Asore七a二
　　それよりは

　　　　「
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

C工gau　Zθ・
ちがうぜ

　
，
Σ

ロ
　
　

「
o
お

G
　「　　　、
　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　u．ru．sa　コ．　　　a．

うるさい

　　r　l
hlq　sa　re
ヒッサレ’

　　　　n　　　　rl
hiqsare　o　i　ko：ju：
ヒツサレ　　お・い　こういう

　　　、
り　　　　　　　　　　　　　

Jaca・
やつは

　　　　　　　r　l
cigaudal　na’　：
違うんだよな

　　　　r
korja：
これは

　　　　　r　l
F　hi　q’　so　re

　　　ヒッソレ

　　　　コ
hi（｝SOrθ（よCju：
　ヒッソレ’ってレ、う

　1
ko七a：
ことは

　1　．．　F　n　a’rura　hiqsore
あるだろう　　ヒッソV

　　　　コ
hi（｝SO’re

ヒツサレ

　　　　ド

Ysorja：mata，
　　　　それは又

　rbe　cuno
　別の

　1　．　r
ko’ 狽盾р≠獅

ことだね
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G　u：N　korja：
　　　ううん　　これは

becu．no　　k二〇tO（1dLa　　koτ’ja：

別の　　　　ことだ　　　これは

　r　　　　　　　　　l

orega　acu　ide
お・れカミ　　暑いから

rl．　r　n
om　uruBaz　　　　うるさい

　　r　lhiqsare
ヒツサレ

　　　　1
hiqsa　re
ヒッサレ

　　r　：
ko：na：
こうね

　　r　　　　n　　　　　　　　　　n

ko　rja：　clgauqda；
これは　　　違うんだ

　　r　l　rsユqsoqcコU・コacuwa
シヅソっていうやつは

F　ho：zjanai
　　　そうじやない

r　　　　l

エrOr■ga’
いろりが

　　　　　1
a（ミ七θsa：

あってさ

　　f　　　　　r　l
ano　na　a　cu　kute　ko：
あの　　　熱くて　　　こう

　　r　　　　　　　　　　　　n

エao　jaエnojasitθru．ra
　もやもやしているだろう

　　　　　　　1
ko：jUL：hu：ni　　エna：
こういう風に　　　まあ

korega　ano：
これが　　　あの

孤OjamQjasi七eiru
　もやもやしている

　r　　　　　　　　　　　l

ta　kibltosite　sa：
　たき火としてさ

soidθ　　ko：S工七e
それで　　こうして

iruto
いると

r　　l

ae　ul
熱い

　　1acuiqte
熱いって

ko：ni
このように

　．　．r

　JU：ra　，
いうだろう

　　　　　　　　　　　　ロ

8JUl■no
周囲の

sju：ga　，　de　，
衆が　　　　で

　1－　　　n　r　　　　　　n　n　F　r　　lhisoqtejo　h±qsoq　te　qcju：ko　to　aru　sa　，　acu　rde
ヒソッテヨ（下がっていなさい）ヒッソッテっていうこと　あるさ，熱いから

　　　　r
B　so　rewa　，
　　　　それは

　r　　　　l
90k二ejo（ltθ
除けなさいって

ju：ko　toqda
いうことだ

　　　　r
A　so　no
　　　その

kO七〇bato
ことばと

　　　　r　　　　　　l
F　　 sO：ju．：k二〇七〇wa

　　　　そういうことは

r　r
arura：
あるだろう

　　　　1

A　dakedo
　　　　だけど

　r　　　　　　l

hisaruta：
　ヒサルとは

　．　r．
clgauJo
ちがうよ

　　r　n
G　saqkino
　　　さっきの

kDtobato
ことばと

　r　　　　l　rzeNzeNcigauzo
ぜんぜん違うそ

sorJa．
それは

r　　F
ユmエga
憲味が
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2 方言のこと
（2）

話し手 A……森田　　一

D……森　好一

G……森下忠喜

B……湯本泰弘

E……湯本哲男

Y……山口幸洋

C……森町広良

F……湯本和男

解 説 （1）につづいて、井川、檜尾、玉川、清沢などの方言の印象が話題

になる。次いで大川村各地の代表的な話し手の評判を話しあう。

　　　　　　　　　　　　　　「　　「　　　　　　　　　　　　　「Cn乱S心a霧勢密く）竃醍銃だ、

　　　　　　　　1　　　　　　　　r　　一1　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　r　　一董　　　　　　　　　　■

Aa：naraOzja　uqcjOk：u（lteju：naraozja　ik：a：（iemo　juwa：
　　あts　檜尾では　　　　ウッチョクっていう　　楢罷では　　　　井州でも　　　いうよ

　　　　ぎ一　　「　　　　　　　「　　　　　　　■　　　　　　　　　「　　　　　　　n　　　　　　　　　r　　　　　　　　r

C　　80koθ　　uqcjoiteke　　uqcjoite’ke　　uqcjo：L七e’ke　，　ko：ju：ko七〇：
　　　ソコエ　　ウッチョイテケ　　ウッチョイテケ　　ウッチョイテケ　　　こういうことを

　　　　　　　　ド
　　ju：　uqcjoitekθ
　　いう　　ウヅチョイテケ

　　　　ド　コ　　　　　　　ド　　コ　　　　　　　　　　　　　　　ド

AkokOzja　u．WQk：u（lte　ju：dana
　　　ここでは　　　ウウォクりて　　いうんだな

　　　ド　　　　　　　　　　　　コ　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

C　　ika：e　　cikai（｝（ヨ．ana：　　a：　　jaqparina
　　　井川へ　　近いんだな　　　あ㌧　やっぱりね

　　　　ド　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　コ

Ado：mo　ika：e，　ika：e　cik：ai
　　　どうも　　井州へ　　　井想へ　　近い

　　　　　　　　　　「　　　　「　　　「　　　　　　　「1　　　　　　　　　　　　　　「

BdaNdaN　muko：e　ikisida，i　ika：θcikakuna（｝tθ
　　だんだん　　むこうへ　行き次第　　艸川へ　　近くなって

　　「　　n　　　　r　　『1　　　　　　　　　　　　　「一】　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　「　　　　　「　　n　　　　　r　　　　　　　　　■

Aso：dane：mu．k：Q：e　o：k：a：mo　mu　ko：e　k：itai　ikisidai
　　　そうだね　　向こうへ　　大川も　　　むこうへ　　北へ　　　行き次第

一一一　a　g　一一一



i
へ

「
a
掲

敷
井

　　　n
cika，ku

近ぐ
naq七e
なって

B　soidaga　ano：
　　　　だけど　　　あの

　r　l
sizo：ka
静岡

　rtcrkaino
　都会の

kotobani
　ことばに

　　　「
　　　　　　　の　　　　　　コ

narerv．nJa・
慣れるには

．rpJuzlmaga
　湯島が

r

icibaN
一番

1　　　　　　　　　r

e：daqcjo：jo，
良いんだそうだ

．　．n
Juzlmano
　湯島の

　　　　　　　r　n
kotobagana：
　ことばがね

　　r

wanal
　割合

nareJasul
慣れやすい

　　　　　ド　　　　　　　　コ
F　　 hjO：zjuNg；od．e
　　　　標準語で

ikanja：
行かなくては

　　　　　ユ
sjo聾na」izja聾
しようがないじやないか

　　　　r　1　r　lG　ja：　hoNtona：　ta’makawaatarja：
　　　　　　　　　本当に　　　玉）麟たりは

　　　　　　1　　　　　　　　　r　l　1　　　tam4iga：wa　ura：tol〈ono　imQ：toga
　　　　　玉川は　　　　　俺のところの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　妹が

r　コ　　　　　　　1　　　r　n

七aisi七amoNdajo
　大したもんだよ

tama　ha：e
　玉損へ

±qte’rudaga
行ってるんだが

ano　kakiz±mae
あの　　柿島くXle｝

　　　r　l
B　akuseNtoqkara
　　　　アクセントから

nan±kara
　何から

　r　l
sizo：kano
　静岡の

　　　　　　r　　　　　　　l

sonohjo：zjuNgoni
その標準語（静岡の標準的方言

　r　　　　　　－

na　reJasul
の意）に慣れやすい

　　　　　r

A　namariga　　　　　詑りが

　　　　　nsukunaizura
少ないのだろう

hoizja：
それでは

　　　　　r　　　：

B　so：zja：’
　　　ソージャー

　　ド

nja：daqkega
キヤーダヅケが

　コ
漁aNteju：
などという

　　　　　l　　n
l〈otoba　：ho　re
ことば（槍尾や井川の）は

　r　　l

sizo：kai
それ静岡へ

moq七eq七e　　nakanaka
持ってって　　　なかなか

　　r　　　　　　l

na　osienaidacte
　直せないんだから

　　　　r

F　asokono，
　　　　あそこの

　r　l
ta孤aka，　七〇
　　玉川と

kokono
ここの

　　　　　1

kotobato　aNta
　ことばと　　　あんた

貰1ξもtacigau
　又違う

G　a：　dagana：
　　あ、　だけど

　r　l
tamaka：no　ano：
　玉川の　　　　あの

Jaqpa
やっぱり

　r　　　　　　　　　l

hajakuqkara　sono
　早くから　　　　その
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naNcju：k二a
何というか

r　n　r　ljoidaqke　na：
良かったな

ano：
あの

±ma
今

　r　　　　nsizeNni
しぜんに

sono
その

nan：Lo
何を

　　　　　　　　　　r
sitazjanaku　te
　したんではなくて

　　　ド

F　imano
　　　　今の

　　　　　1kotoba
ことばを

　　　　　　　ヨ
k：i：℃emjo：
聞いてみな

：L蹟a　　，

今は

　r　　　　　　l
ki　k　ar　e　n　e　：　」’　a

聞かれないよ
WarlJa，1
わりあい

rl　r　lmijadana：anaNte
イヤダナーアなんて

A　tka　ka：
　　　　井川か？

　r　n
七a孤a，ka：】ユQ

　玉川の

　　l　　r

atarika：
あたりか？

　　r　　n　r　l　rn
F　’ko　Njadana：a
　　　コンヤダナーア

奪aNcjuq七eru
なんて云ってる

r　l　rl
Aa：a：na王豆cju（lte　　1】ユO：

ナーアなんて云って　　もう

　　　　　r　l
A　ta’mqKa：．atariga　ho：
　　　　玉川あたりが　　　　　ほう

G　rho：i
р≠汲?：ga

　　　　だけど

　　　　ヨ

ne：O
ネーを

ko：
こう

ageruka
あげるか

　　　　一　　　　　　r　l

　　erujo：nana：
a
募
　　げるようだな

　　　　　　　　　r　　　　　　　l　　　　　　　r

A　ano　kozimaataridemo　na
　　　あの小面効でもね

　　r　l
G　ho：da
　　　そうだ

ho：da　ho：da
そうだ　　　そうだ

　　　r　1　r　l　rn
A　so’：dagane：e
　　　　ソーダガネーエ

　　r　l　r
da　gane：e
ダガネーエ

naN七e
なんて

　
Q
を

の
　
サ

「
θ
一

「
n
ネ

　　r　l

kozi　makara
　小協から

kagiana
鍵穴

　　　g2）

ikuto
行くと

　
コ
　
の

・
o
一

　
＄
ソ

「

沿
を

、
e
一n

ネ

「

G 　　l　　　　　　r

ageruqda：na
あげるんだな

　　　　r
，　keqkawa
　　　結果は

sono　，
その

　　r　　．

七〇C■no
土地の

hO：ge聾　，
方言

　　　　　　「　　一菩

ho：geN　ga
　方言が

sokoe
そこへ

　　　　　　　　　r　l

ko　do：demo
こう　どうでも

　　　つ　　　　　　　　　　　　　　ド

k：ara　mia儀tθruαana
　からみあってるんだな

　　　r　l
A　ta’isita
　　　大した

　　　　「　一韮

moNdana：
もんだな
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G　hor］re　koNaa
　　　それ　　今度は

sono　rр潤HkaNe

その　　ドーカンへ
　　　　　　　　　　（13）

±qtara
行ったら

sakutacuno
　　作暖の

　　ロ　　　　　　コ

ar3a・
あれは

　　　　s　．．
sugolzox
すごいぜ

　　r］　．．　rlA　o：　ranq　sono　sug　et　dazo’e
　　　オーラ（意味不明）の　その　すごいんだぜ

naNte
なんて

orewa
澄れは

r　ldaiiei
だいいち

r　　　　　lzeNrkreN
ぜんぜん

sono
その

　　rl　rB　akuseNtodana
　　　アクセントだな

　　　r　　l

A　so：dajo
　　　そうだよ

　　　　　　r　　　　　　l
ano　　ko七〇ba簑○
あの　　　ことばの

kono　na：ja
この　　　　ね

　r　（14
dadai
だいたい

　　　　　「　　、
　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

C■9；a’wano・一
違わないん

dakedo
だけれど

　　　　　　　r

sono　hacuoNga，
その　　　発音が

　　ド　　　　コ

zeNzeN
ぜんぜん

　　　　　　　　コ
ciga（；じθkuru
違ってくる

E　・murrazmaiNkar［io

　　　村治なんかも
Cユgawa工，
違うよ

　　r

皿Uraz■
村治

　　r　　　　　　　　　　　　　　l

G　do：kaNno　jaro：
　　　5“一一カン（作辰のこと）の野郎

．hor　ja

そtれは

r

gotano
ざれ口の

　　　　1

seNse：daqcjo
先生だそうだ

　　　　　r　　　”　　　　　　　　1
B　　 k二ami．ju．ziエnaqzja：
　　　　　上湯島では

　　r　　　　　　r　l

D　tonikaku
　　　　とにかく

tardanl：ga
忠鷲ミ

　　　　1
se－m　se’：　da

　先生だ

　　　　　　　　　　　　　　r　l
hjo：zju．N（ヨLaq．zurana：
標準的方言の話手だろうな

　　　　　1
℃a　ctani：　ga

　忠兄が

　　　　　「　つ

ho：geNho：
　方言の

　　r　l　r　l
B　se：n±：wa　are
　　　　清白は　　　あれ

naしraしOrlO
槍尾の

deno
出の

　　　コ　　　　　コ

s土『tO〔！amONd．e
　　人だから

A　rse：nii：rwai　are

　　　　清兄は　　　あれ
cukauzo
使うそ

　　　　　　1
naraol〈otoba　：
　檜尾ことばを

B　dade
　　　だから

　　　　　　　r　　　　l

皿aZU　　ka孤ijUzi皿ano
9ず　　　上湯島の

　　　　　　　　　r　n
h30：zjuNgo　wa
　標準的謡手は

　　　　　　r　　l

tadani：ga
　　忠兄が

　　　F　l
icibaN
　一番

　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　ド

hjo：Zju，NgOgurai2FU．raづQ
　　　　標準ぐらいだろう
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　　　　r　　　　　l
G　so’Nnako’ta：
　　　そんなことは

　l　　　r

nalgana　，
ないがね

ke儀ka
結局

　　　　　　　　1

0remo　hore
俺も　　それ

ド

guNtai一
　軍隊

se：kacue
　生活を

　　　　　コ
hicine聾ka瓠
　七年間

　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　1

1（｝七ekrtadamo翼（iLaisa二
　　行って来たのでね

r　　　　r　l
do：site　mo
　　どうしても

　コ
’tOnika，k：U．

　とにかく

　　　　　　　コ
guN’しaigO：
　軍隊語を

cukau　cui　ko：　，
使う　　つい　　こう

r

ci：七〇
　少し

　1
｝〈1　Nc　jo：　一一

　緊張

slr3a・
すれば

guNtaigo：
　軍隊語を

cukaudamoNdade
　　使うんだから

r

ze（i七ai
ぜったい

dame　na　cta
駄目なのだ

　　r　lD　　　ke　NcjaNci：
　　　健ちゃん達の

　　1　．．　1
0zi：saNwaja
澄じいさんは？

F　ija
　　　いや

r　　”　　，1　　．　．
so：iqterukaranja
　そういってるうちに

　　a
ze’ mbu

それが全部

　1．．　．　．1
ho：dadejal
そうなんだからね

G　（笑）
r　l
ho：ka
そうか

r　　　　　　　l

so：iqteru　sono
そうい・ってる　　その

　　　コ
kO七〇baga
ことばが

　1
zθ頸bu
ぜんぶ

　　　　　つ

ho：geNka
　方言か

　　　　「　　　諜　　　　　　　　　　　　　　　1

B　simojuzimaqzja：　hici’za　no
　　　　下湯島では　　　　七左衛門さん　　の

r　　　l　r　l
icini：atariga
市兄あたりが

　　　　　　　　　　　r

hjo：zjuNzu’rana
　代表的だろうな

　　　　　r　　n
A　wa’riai　ano：
　　　わりあい　　あの

tocin．o
土地の

　　　1
ko　to’　ba　：

ことばを
cul〈au　arewa　dokoi
使う　　あれは　　どこへ

　　　1　l　ri（在temo　　　　kaθ：〕叙a1蝉a，

行りても（ことばを）変えることができないよ

　　　　r　　　l
B　ka’e：na±
　　　変え得ない

　　　r　　　　　　l

Y　anositomo
　　　　あの人も

　　　r　n
1〈aeNne　：

変えないね

　　　　　　r　　　l
ano　zicuni：qteju：
あの　　　実兄という

ru　1．　．．　r　n
da’ 奄汲浮唐≠獅?　：

大工ね

　
，

　
　
、

「
。
。　

a
あ

A 　　　　　　r　l
zicudaika：
　　実大か

　　r　　　l　n
B　do：daro：ka
　　　どうだろうか

　r　　　　lzicudai
実大（実雄大工のこと）
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D　arja：
　　　あれは

　r　　　l

kuzureno：no
　　崩野の

dedade
出だから

　　　　ド

A　arja，，
　　　あれは

　ド
k：u2u．rθ筑○：de

崩野で

　　　　　　1
nakenja：
なければ

　r　．，．．

arJa；
あれは

deme　qda：　ja
　駄穏だよ

　　　　　r　　　1　r　l
D　ku’zureno：no
　　　　　崩野の

kotobadade
ことばだから

　　　　　r

A　kuzureno：de
　　　　　崩野で

juMmanobeNwa　cukawanaijona
　湯島のことばは　　　　使わないよな

一一 Q4一



　

5 方言のこと
（3）

話し手 A……森田　 一

D……森　好一

G……森下忠喜

B……湯本泰弘

E……湯本哲男

Y……山口幸洋

C……森辻広良

F……湯本和男

解 説 （1）、②につづいて方言のことが話題になる。大川村日向で晩のあ

いさつを、ユンベシタというとか、湯島でいうジジクボ（ありじ

ごく）が、崩野の人から何のことかと聞かれたなどという話をし

あう。

　　　「　、　　　　　　　　「

Aomiqte　ju：ze：
　　オ濾て　動ぜ

　　「　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　ド　「
　　a，：　　sorja：　　Sa．k二anokami　　oエniqcju：　　jaca：G
　　あ』　それは　　　　坂ノ上　　　　　オミっていう　やつは

　　　「　　　　　　「
F　arθ　cukau　O血q．cju：kotowa
　　あれ　　使う　　　　オミっていうことは

　　r　n　　　　　　　　「　■　　　　　　　　　　　　　　「
AdO：da，rO；omi（ltju：k：oto：sak：anokamide　cu．k：a，u
　　　どうだろう　　オミっていうことを　　　坂ノ上で　　　　　使う

　　ド　　　　　　　　ユ

Go：sak：anol〈ami
　　診』　　坂ノ上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　ド　コ
Dk±」Oza：zja，　cuk：awanaikeN’na：
　　　清沢（旧清沢村）では　使わないけどな

　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

GuN　SOrja，　omi，u二N　sorja　sakanoka，mi（｝da，
　　うん　それは　オミ，　う」ん　そりや　　　坂ノ上だ

　　　　　　　「　　■　　　1　　　「　1　　　　　　　　　　　　　　　　「’　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

C　　na，：　，　　na：hO：zura　qtju．：kotO：　　naiq．七e　　ju：zja，naika
　　　な，　　　ナーホーズラ（ね’そうだろう）ということを　ナイっていう
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聾
ん

「
U
う

r
B ho：da

そうだ

　1
ho：da
そうだ

　　　　　r　l　1
A　so：dane
　　　ソーダネー

「
e
一

r
n
ネ

、
e
「

「
n
ネ

「
釧
【n

ネ

「

C　na：qcjuqtari
　　　　ナdっ云ったり

r　l
ne：qcjuqtari

　ネー・tっていったり

　　　　　r　l
Y　jaqparine：
　　　やっぱりね

r　likawademo
　井川でも

r　l
o　mlqte
オミって

　　　　　　　r　l　n
G　so：dane：o　mi　，
　　　　ソーダネーオミ

rl
O皿qCOU・　　Ja’ca・
　オミっていうのは

　　　ヨ

sakaRoka皿iqda
　　坂ノ上だ

　　　　r　l
D　sakanokamizja

坂ノ痴では

r　l　rna：kazuni：
　ナー和兄

　r　1　　　　　　　　　　「　つ

wareqte　，　warenaNcja
　ワレ（k“前）ってワレ’なんて

　　　r　l
，　warenaNcja：
　　　ワレなんて

　　　　ド
ju：αe血a　，

いうからね

　　　　r　n　．　．　r　l
C　wa’reqcja：　ju：na：
　　　ワVなんて云うことは　云うね

　　　　r
F　ware，
　　　ワレ

r　r　lo　mja：wanaNi　te　，
オ’ミャーワなどと

　r　　　　　　’1

bakajaro：
バカヤm一

　　rsjarakusaito
　生いきだと

「　隆　　　　　　　r　■

pu　qsa　rauzo
　ぶんなぐるぞ

　　　　　　　1　r　l
konojaro：qte’na：
この野郎りてね

B
　r　　　　　　　l

hlnatazja：
日蟹は

juNbesita
ユンベシタ

　　r　　　　　l　一juNbesitaqcju：daqcjo：jo
ユンペシタっていうんだそうだよ

　r　　　　1　’Mj．U聾「besi七a　　do：狙O

ユンベシタ　　　ドーモ

　r　　　　　l　　　l　r　1．jojaNbaid．esiPqqt“tt．．：kpt．o．：　do：mo　．　juNbesita
　ヨヤンバィデシタ（良い案配でした）っていうことをドーモユンペシタ

　　　　r　　r

F　dokode？
　　　　どこで

　　　　r　　　　l

B　hinatawa
　　　　日向は

　　ロ　　　　コ　　　　　　ロ

so・∂u．
そういう

　　　．「コ

，　mDo；na
　　　妙な

　　　　　l　　　　　　　r
kDtobadaqejo：　」’o　，
　　ことばだそうだ

　mdo：mo
ドーモ

　　　　　1

joaNbe：desitaqte
　ヨアンベーデシタって

　r　1　rl　r　laNbaides±taqte　ju：daina：
　アンバイデシタって（こζらでは）云うんだよな
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　　　rl
G．　a：a
　　　あtb，

　r．　　1　1joaNbe：des1℃aqcju．：k二QtO：
ヨアンベーデシタっていうことを

sono：
その

　　　　r　　　　　　l　　　　　　　l

B　juNbesitaqeju：jo：nl
　　　　ユンベシタっていうように

　r　　l　rkikoerudaina　，
聞こえるんだな

　r
do：mo
　ドーーモ

juNbesita
ユンベシタ

G　a：
　　あtS

　　r　　l
ja　Nbe：desita
ヤンペーデシタ

　　　　r　　　　　　l

F　geNgoqjo：gaino
　　　　言語障害の

　　　1waruisito
わるい人

　　　　ド

B　ija
　　　いや

　つ　　　　　　　　　　r

ho：qzjanaijo，
　そうじやないよ

hurモ普Fnosit6ictemo　ju：rjo

　　ふつうの人で臨　　　いうよ

G　a：　s．orja　so：　，
　　あ＼　それは　　そう，

r

tas±ka
たしか

　1
ho：dakamo　sirano：
そうかも　　　しれない

　　　r
C　oto“u”oisitajaco：
　　　　澄とといしたやつを

juNbesita
ユンベシタ

（笑）

　　　r　　　　　　　　n

B　otocuisitaqtemo
　　　　診とといしたっても

　r
do：皿○
　ドーモ

　　　　コ
ju蟹besi七a，
エンベシタ

　　　　　r
F　so：rja：
　　　それは

　　　　r　　n
B　ja’Nbalctesitagte
　　　　ヤンバイデシタって

　　　　r　．n
G　jaNbe：desitaqcju：
　　　ヤソベーデシタっていう

　　　　　　　r　　l
jaeu　juNbe：sitaqcjut：jo：
やつ　　　ユンベーシタっていうよ

　r　　l
ja　Nbe：　sj．　ta

ヤンベーーシタ

　　　　　ド

B　do：mo
　　　ドーモ

　　　　1
jaNbaides工七aqte
　ヤソパイデシタって

　m　　　　　　r　＝

ju：qdagana：
いうんだがな

　　．1
a，rコa：

あれは，
daga
だが

　　r．一．

SOrコ○・
それを

　　．　　　）　．hajagucini
　早口に

　　　　1
ju：　mo　Nctai
いうので

　　r

do：mo
ト“　一一モ

こ〕U聾be　s：L’baqCe

ユンベシタって

　　　　　r　l
ju：daina：
いうんだよな

　　　　　r　一1

A　mu’razja：
　　　　村では

　　ド　　　　　1
tO：ra，エユ〇二jo

通らないよ

　　　　rl
B　ju：jo　，
　　　いうよ

　　　1
hina七awa
　日向は
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　　　　　ロ　　　　　コ

GhO：dakamo
　　　　そうかも

　　　　　　r
sirano：jo ，　hora
知れないよ　　　　ほら

　「　　「
jaNわθ：desita，qtθ
　　　　　　リ　ヤンベーアシタって

ロ　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　ロ

コU・gua■no輔
いうぐあいの

レ　　　　　　　　　　　　　　ロ

DaCO・
やつを

○
う

k
こ

　　m
ci：qto　ko：
　少し　　　こう

　n　　　　　r　l

cigaudakida：ja
　違うだけだよ

　　　　r　l　　　　　l

D　hin．ataatarlzja
　　　　日向あたりでは

　　　　r　l
aredana
あれだな

naNcjvL：ka
何というか

　　「、
　し　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

n＝L　・raq，Cこ｝a・

　ニーラとか

　　　　r　n
ju：dana：
いうんだな

　　　コ

joku，wa
よく

　　　　r　　　　　　　l

E　tokiisjuna
　　　　　特殊な

　　　コ

sju，：rada
　衆らだ

　．1　．．H．．　．
m：qc　gu．　na．
ニーっていうのは

　　　　r　　n

D　omaeqcja：cju：daka
　　　　下々エッチャというのか

naNcju：da
何というか

a．
コr

は

砿
俺

G sono　，
その

　ド　　コ

Z：LCUCtalwa
実大は

　　　り　　　　　　じ

SOr3a・
それは

　　r　l　nzieudaiwa　juzimano
実大は（私に対して，’語前は）湯島の

sju．qsiNdaga
出身だから

　r　　l
ta：簸i；wa
忠兄は

sore
それ

　　rl
zizikuboqcju：koto；
ジジクボっていうことを

sirano：
知らない

　　　　　）

sSgteirukacju：de
知っているかというよ

　　　　　　　　　r　l

A　zizikubo：
　　　ジジクボー

G　zizikubono　kotoip．o
　　　　ジジクボの　　　　ことも．

　　　　　　r　n

sirano：zeqte
知らないぜって

juqtara
云ったら

r．　・？

ho：ka
そうか

ore瓢O
俺も

k．aqka　：　deN　m’

かみさんに

　　　l　r　1　1
hidoimen；　a　gtagdaga
　ひどい目にあったのか

　
　
＼

「
o
澄

A 　　　1hinatade
　日向で

　　　　　r　l

B　kokoirade
　　　　ここらで

mukasiwa
　　昔は

　　　　　raredaina
あれだよな

　　　　　r　　　　　l

A　zizikubo　qtju：nowa　ano：
　　　　ジジクボっていうのは　　　　あの

　　　　　r　l
　　　　　　na’　Nzuraano：
あの　　　何だろう

arJa．
あれは
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　　　　r　l
G　ko’kowa　一一一一，
　　　　ここは（後不明），

kodo皿Odo
子供でいうと

　　　　　　r
ju：七〇　　hQ：2；ま（｝kO

　　　　　　　ホージッコ

r

ho：ziqko
ホージッコ

　　　r　　　　　　　l
A　’ho：ziqkoqcju：dai，
　　　ホージソコってセ、うよ

arJa・，
あれは

　r
z±ko
ジur

r　　－

na上尋cju：qdai
　何というか

　r　　　　l

alzumusmo
アイズムシの

koeo：
ことを

r　　3
naNteNdai　arja：
何といってるんだろう　あれは

　　　　　　　r
A　arja：na
　　　あれはな

　　　　ド

B　zigoku
　　　ジゴク

　　　　r　　　　　　　　　　n

A　zigokunaNtoka
　　　　ジゴクなんとか

　　　　　1　r　nB　naN　tokaqcju：dana：，
　　　　何とかっていうだな

　ド　　　ヨ

arizigok：U
アリジゴク

　　　　r　　　l　1A　ar±zigokunokoto’：
　　　アリジゴクのことを

ju：Ndt“il
云うんだよ

　　　r　　　l

B　arizigokuno
　　　　アリジゴクの

　r　－1
kotowo
ことを

zizikubo
　ジジクボ

A　zizikubo
　　　　ジジクボ

　　　　r
B　zizikubo
　　　ジジクボ

zizikubo　，
　ジジクボ

　　　　　　　F

arja　zizikuboga
あれは　　ジジクボが

田an：Laq’じa
間にあった

　　　　r　　　　　　　　　　　　l

G　zizikubomadega
　　　　ジジクボまでが

　　　　　コ

hoizja：
それでは

　　　　ド
naNdana，，
何だろう

　r

qrega
あれが

　つ　　　　　　　　　　に

℃O：qtθiru臓a，
　通っているな

arega
あれが

r　n
to：qt．e±ra
通っているよ

　r　　　　　　　　　　　　　　n

zizikuboga　to：qte：ruda
ジジクボが　　　通っているんだ

　　　ド　　　　　　　コ

，ho：ziqkona蟹七θ
　ホージッコなんて

kokorade
ここらで

　　1
ju：Ndaga　，
歎うけれど

　　　r　　　　　　l

　hc：ziq｝〈o　na　Ntaqte
ホージッコなでと衰っても

r　l
namga

　何が

　コ
tO：（lt；e

通って

　　コ　ド

iko：ka，
行こうか

r

dai七ai
だいたい

　？

z・io　kaku
字を　　書く
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　　　　　ド
C　　k：OdO胆。ゑ。
　　　　子供の

ho　Nnja：
本には

z±zikuboqte
　ジジクボって

r　n　1　　　rdeteま昌taqk：ejo
出ていたよ

　　r　l
A　ho：zura
　　　そうだろう

　r　　　　　　　　l

ziz±kuboga
ジジクボが

hoNto？da
本当だ

　　r　　l
G　do：mo
　　　どうも

zizikuboga
　ジジク㎡が

　　　　　　　r　l
hoNto：dana：
本当だk

　　　　r　　　　　　　l

B　ho　Nto：wa
　　　　本当は

　　　　コ　　　　　　　　　　　ド

arizigoku．qda：na
　アリジゴクだな

　　　r　　　．　1
C　arlzigokuga
　　　アリジゴクが

　rr　rtasikaqda：na
　　確かだな

　　　r　　　　　　　　　　l

A　a’rizigokuga
　　　　アリジゴクが

　　　　　　　　コ

arJa・
あれは

gakvme：de　，
学名で

gakume：deaqte
　　学名であって

　rsoreo
それを

kokoiraqzja：
ここらでは

ano
あの

　　ド　つ
hO：zi（｝koda（ie
ホージッコだから

くしばらく　がやがやする〉

　　　　ド　　　　　　ヨ

G　　80redade
　　　それだから

keqka　kokoraheNno　kotobawa　mq：
結局　　　　ここら辺の　　　　ことばは　　まあ

　r　n
Z■脆工磁O
字にも

nammo
名にも

　「　　　　　　　　r
　　　　コ　　　　　　の　　　り　　　　　　　　　の

na　qCJa・1no・
なってはいない

　　　　r　　　l
D　kazuni：
　　　　和兄 甥

　r　　　l　raredaqcj　o：　ze　，，
　あれだそうだよ

　　r　l
nihoNno
日本の

　　　　　　　r　　　　l

sono　mamusiqoJu；一
その　　　「まむし」って

　　　「　一1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

JaGuna．・
いう奴な

　　　　　　　r　　　　l

are　zju：hacibaNdaka
あれ　　　十八番租が

　　　r　　l
zj　u：　kj　u’：　baNni

　　　十九番に

　1
ha±rudaq一
　入るんだ

　　　r　l
ejo：na．
そうだなあ

　　　　r　l　1B　zizikubowa　eikaida　　　　ジジクボ（名と意味iが）近い

A　soide
　　　それで

　r　　　：

kazuni：wa
　和兄は，

　　　　r　l　1
，　kazuni：　，
　　　＄呪，

r　　　　　　　l

kazun1：wa
　和兄は

　ド　　　　　　コ

sit｝a‘takaqもejU：
シタタカっていう

　1
ko　toba：
ことばを

ki子七akota：
　聞㌧、たこと力弐

1　　　　　　　　　1
arjaheNkai
ありはしないか
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　　　　r　　　：

Fsiむakaq七e：
　　　　したがって？

　　　　r
G　sieataka
　　　　シタタカ

　　　　r　l
F　si／ma．sita　（笑）
　　　「しました」か

A　s　or：　j　u：

　　　そういう

n

lMlZJa；
意味では

　　snalJo
ないよ

F　s。髪ju：

　　　そういう

l　　　　　　　　r

i　mizj　aN　na　，

意味じゃないか

　　r　　　　l

魚ukasino
　昔の

sju：ga
　衆が

　　　　　　ド
juqtadaj　O　，
豫つたんだよ

　r　　　－

ko　ko±rademo
ここらでも

　ド　　　　　　　コ

sita『baka　qGj　u：na：
　シタタカっていうのは

、
u
う

，
「
》
、

よ
飢S

そ

　　　　　　　　r
±mizjanaijo
意味じゃないよ

　　　　r　　　　　　l

B　sitatakaqcju：na
　　　　シタタカっていうのは

　r　　　－
takusa　Ncj　u：
　沢山という

lmida
意味だ

　　　　　l　　r
A　ho：daj　o
　　　そうだよ

　　　　ド
B　siもaga
　　　　下が

　　　1　　　　　　r　l
takaiqde　na’：
高いから　　　なあ

k。懇。露Nk。

かごなんか

　1
balqteruna：
　入っているの

　コ
sitaga
下が

　　　1　r　l

七akaide
高いから

　　　　　ド

si七ataka
シタタカ

　　　　r
G　taNto
　　　　沢山

　1　　　　　　　1
皿Qqもe　　kitaqte　　ju：
持って　　　来たって　　いう

iruida
意味だ

B　s±rtataka
　　　　シタタカ

　　　　　　　　r　l
moqte　1〈　i　tanaqte
　持って来たのだと

　　　　コ

ju：ko七〇：ju二da
いう事をいうだ

F　a：
　　あ

　「
　　　ロ　　　　　　ロ

sorJa・
それは

　　　　　　　i　a9）
siranaka　qta　，
　知らなかった

　ヂ　　■
ko　ko　zj　a：

　ここでは
萄ド

N
山

籔
沢

　　　　　　1．Fユ
eukawanal’na
　使わないな

　　　　l　　r

hoidake頁
だけど

　　　ド　　つ
B　　ima．：
　　　今は

ouka：naku
使わなく

　　　　r，

naqもaJO，
　なったよ

r　　－

i　ma：

今は

　　　　　　コ

cuka．：nakunaqtaga
　　使わなくなったが
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　1”　n

皿ukasiwa
　昔は

　　　　　　　　　rcukaqtadaina
使ったんだよ

　　　　ド
Asitata．k：a
　　　　シタタカ

　n　　　　　　　　　　l

moqtekitana：teju：jo：na
　モッテキタナー一っていうような

　　［　1
koも。’wa
ことは

　　　　　　　　　1
cukaq七arasi：脚
使ったらしいんだ

Nda

　　　　ド
B　　cukaqtajo
　　　使ったよ

　　　　r　l
A　ima：
　　　　今は

　　　　　　　　　n
ouka　：・　nakuna’ 曹狽

使わなくなった

．
．
＼

門
a
あ

F r　l
so’ Fka
そうか

　r
sitaもaka
シタタカ

toqもe
取って

　　　　　コ　　　　　　　　　　　コ

kitakaqcjU：kotoka
来たかっていうことか

　　　　．［

B　ri’kizi：ga　jo］u
　　　　リキ爺が　　　　よく

oukaura
使うだろう

聾
ん

ロ
　
コ「

u
う

r

A 　rsitataka
　　シタタカ

　　　　　　　r　l
aq七atoka蔦a：
　アッタとか：な

　　　r　lr　l
B　so：so　：
　　　そうそう

F 　　　　　　　　r　n

toqtekitakaqoju：
　取って来たかっていう

　　　r
kQもoka
ことか

　　　　ド　　　　コAtaKusaN
　　　たくさん

　ド　コ
aq七a．qte
あったって

　　　　ド　　コ

ju：ko七〇1
いうことを

　　　ド　　コド　　コ

B　　i艶aWa
　　　　今は

　　　　　　　　　　　1
cukawanaigana：
使わないがね

　　　　r

t　sorega
　　　それが

　　　　1　r　．1
ho　：　ge　N　nj　a’：

　方書には

　　　　l　　　　r
ho　；　g　eNda　Ma

　方言だよ

F　sor：　j　u：

　　　そういう
ho：geNwa　naiwa
方書は　　　　ないよ

　　ドつ　　　ド　　つ

B　　i皿awa
　　　今は

　1．　r，

naljo
ないよ

　　　　r　　l
G　　i皿a；
　　　今は

　　　　　　　ド
Guka：no：n．　a　，

使わないな

，r D．　］，

　　　　　　ouka　：．　na　ilma；
今は． @使わない
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　　　　r　’1　1K　ho：geNqcjukotowa
　　　方1雪ということは，

　　　　r　　　　　　l

，　uqzamasikuqcju：na　，
　　　ウッザマシクっていうな

　　　　r　　　：

G　suqgoi
　　　すごい

　　　　　　1
moNdana：
もんだなあ

　　　　r　l
F　sugol
　　　すごい

　　　　　　1
moNdana：
もんだなあ

　　　　　　　コ

konojaro二
この野郎

　　r　l
ba：ka　mitaina
　ばかみたいな

　　r　　　l

gjo：saN
　　　仰山

kijagaqtana
　きやがつたなあ

　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　「　　つ

uza田asiKU　　 IユaNもena：
　　ウザマシクなんてなあ

　　　　　r　　n
B　gj　o：　sa　NLej　u：
　　　　　仰山という

kotobawa　korja：
　ことばは　　　これは

　　n　　r
　　　サ
ara．na
あるさ

　　　　　　ド　　　コ

AgjO：saNcj　u：
　　　　　仰山という

ko　to　ba　wa　dai　tai
ことばは　　　　だいたい

　　　　　　　　　　　　　つ

F　　uqzalnasiku．qrbe
　　　　ウッザマシクって

　　　　l　　r

ju：kotoka
　いうことか

　　　　　ド　つ

Ak：okOzja．
　　　　ここでは

　　r　　l　r　n　　　．　．　1taNto‘nokoto：　uqzamaslkuqte　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ju：dajo

タント（沢山）のことを　ウッザマシクっていうのだ

　　　　　　　コ

G　hoidaN
　　　　だけど

　　r　　　　　　l

uqzamast　kuqej　u：
ウッザマシクっていう

　　　　　　　　I　F　1　　　　　　　r
kota：　naMa　konobeNdana
ことは（他には）ないね　この辺だな

　　　　ドALakusaN
　　　たくさん

aruqte　ju：koto：
あるって　　いうことを

　　r　　　　　　l
uqzamaslkuqte
ウツザマシクって

　　　　　　　　　つ
F　　k：oNnamo　no
　　　　こんなもの

ド　　　　　　コ　　　　ド　コ
　の　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

sコ。・gana・wa
　しょうがないわ

　　　　r　l
naNtena：
　なんてな

　　r　　　　　l

sjo：ganaieju：kotowa
しょうがないっていうことは

　　　　ド
Y　　soremo
　　　それも

　　　　コ
の　　　　　　　　

　　　　　りJu・ne・
いうね

ze　Nkoku
ぜんこくで

　　　　　ド　　　　　つ　ド　つ

E　　sj　o：ganaiwa
　　　ショーガナイワは

　
Q

・
」
よ

「
：
う

　
U
、

・
」
レ

　　　　ド　　　　　コ
F　　kQ　Nna狐ono
　　　　こんなもの

　　r　　　　　l

kake（差GU，ra　　 kai七e
カケヅツラカィテ（不明）

急」。：95。。：W浸七。監♂：

　　しょうがないわ，てな

　　　　　ド　　　　　　コ

B　　ko曇naino　no
　　　　こんなもの

　　　　ド
，　uqza狐asゴ．kute　…●”．●●

　　　ウッザマシクテ

sj　o　：　g　a　’n　a一　i　t　eN　d　aj　o

しょうがないてんだよ
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：
㌧

r
a
あ

F ho　’1　ka　h　oi：ka

そうか　 そうか

　　　1．　r．

warulJ　o
悪いな

　　r　一i　rB　so：ju：dajo
　　　そういうだよ

　　ド　　　　　　コ

D　　te：se：kai
　　　訂正かい

　　　　　コ
kazuni：
かず兄

Ft。Esei：。、螂。。3。
　　　　訂正　　　しなけりや

　　　　　じ　　　　　　　コ

Bk：oNnamono
　　　　こんなもの

　ド　　　　　　コ

uqza孤asik：Ute
　ウッザマシクテ

　　r　　　　　　　l　1
do：siruja　’waira：qte
ドーシルヤ（どうする）　ワイラー（k一前達）

，　．．　一
ju：dena’：
っていうからな

．’e　dor：site
　　　　どうして

　　　コ

kurauk：a
やろうか

　r　　　　　　　　　　　l
do：sirukoqdaka：
　どうすることだろう

　　rl
A　ora　　　俺

　r　　　　　　　　　　　　　　　l

do：sirukoqdakaqte
どうすることかっていう

　　　　r　　l
・j　u：　dana　：

云うんだな

縞54一



4．　方言のこ　と （4）

話し手 A……森田　　一

D……森　　女子一

G……森下忠喜

B……湯本泰弘

E……湯本哲男

Y……山口幸洋

C……森辻広良

F……湯本和男

解 説：方言の話題がつづく。私（山口）がイッケ（行った）や、ギラ

　　　（この地方方言の文アクセントを指す名称）について聞く。次い

　　　で、ウトマシー（いやらしい）、ウナゴージ（うじ）sガブラド

　　　一（大みみず）などのことが、方言をき’つかけにして話題にのぼ

　　　る。

Y

B

F

A

B

D

B

。。を。k。。a」面iq辰。’t。k。ll。，　mfb♂、aN・爾：iq正。”t。k。

それから　　　よく　　イッケとかね　　みなさん　　あっちヘ　　イッケとか

。。r：j。：i：k・t・m。　d。Nd浸N・uk。。蕊kU　naqt・kft・

　　　　　　　　　　　　だんだん　　　少なく　　　なって　　来た　　　　　いいかたもそういう

　「　「　　　　　　　　　　「　　　「　　　　　　「　　｝｝

iqkeqteju：　　kokOrade　　 iqkja：qte　　ju：qda
イッケっていう　　ここらで　　　　イヅキャーって　　いうんだ

　コ　　　　　　ド　つ

mukasja：na：
昔はな

　r1　　　　　「］　　　　　　　　　　　「　1　　　　「　　　　1
so：da　　aqcl：　　iqkea　　a（IGi二　　iqkegan哉：
そうだ　　あっちヘ　　イッケア　あっちヘ　　イッケガナー

鰍」。：」。1：

イッキャーヤー

　r　　　　　　　　　　　　　「

1qKja：qte　　ju：ze
イッキャーって　　いうぜ

　じ　　　ユ　　　　　コ　　　　　　　コ
iqk：egana：toMo　　j　uweba
イヅケガナーとも　　　　云えば
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e
て
t
っ

珂
行螺a

あ

A
ド　　　　　　　つ

inak二un欲qもade
．い：なくなったから

　　　　コ
iqkj　a：
イッキャー（行った）

　　　　　r　l

B　aqci：
　　　あっちへ a

ヤ

」
｝

・
・
ヤ

、
a
キ

．
3

「
K
ッ

　
q
イ

・
工

G　mada
　　　まだ

　「　、
　　　　じmaGa．
まっは

　　r　ldoqkai
　どこかへ

　ド　つ

iqci皿aqcja：
　行つちまっては

　　　　　　　F　　l

kana：no：zo：
敵わないよ

　　　r　l
A　no：da
　　　そうだ

ho：da
そうだ

r　　l

zu：qto
ずうっと e

て

「
も
つ

項
行

　　　　　　　　　　1

simaqtakoto：
し該つたことを

　　　　コ
iqk＝ja：jaし

イッキャーヤ

　　　　　r　l

A　lqkiqte
　　　イツキって

　　　　1
」　u：ko　towa

いうことは

　r　　　　l

asokoe
あそこへ

　r　　　　n

lkukoLoo
行くことを

　ド
iqk：i
イヅキ（行った）

　　　　　r　　　　　l

B　iqkigana：qte
　　　　イッキガナーって

　　　　　　r　l
koju：dana：
こういうんだよ

　　　r　　：
A　ika：　3’　aka
　　　イカーヤか

ika：ja
イカーヤ

　　　r　　　　l
F　lka：jacju：wa
　　　イカーヤというのは

ド　　　　　コ

1ka：ja：
イカーヤー

　　　　r　l
C　aq’ci：
　　　アッチー・一一

　　　　　コ

iqkja：ja
イッキャーヤ

　ドコ

uNqte
うんって

beNzlo　sMja　naNdade
返事を　　　しなくてはいけないから

　　　　ド

Aaqci：iqke　　　アッチー　イッケ

　r

uN？，
うん？

　　「フ．

aqoio
アッチオ

　
　
ヤ

　
　
めa

見

．
・
＾
」
（

「
訟

．
J

r
皿
ミ

　　r　　　l
B　mj　o：」’　a

　　　ミョーヤ

，
猷
一

、
・
コ
ヨ

　
m
ミ

r

A 　ギ　コ

iqka：，
イッカ憎

r　1　　1ikuzj　ane：ka，
イクジャネーカ

r．”．　．　．1．

mj　o：」　a　，
ミョ　一一　」e

，Q
喝

端
旨

、
e
ミ

「
七
テ

・
■

皿
ミ

皿u辰。？

ム：2　一一

r　．一　1ikuqzj　ane’：　ka
　イクッジャネーカ

naNte
などと

　　T　r　nju：’dagana　：
いうんだがね

　　　　ド　　　　コ

Yasokono
　　　あそこの

　r］
oz1：saNwa
澄じいさんは

　r
魚ukasja：
　昔は

　　　　　　　r　　　　　　　l

joku　sakeo　noNgejoqte
よく　　酒を　ノンゲ（飲んだ）よって

．
．
う

U
、

．
J
L
V

　1
hu：nl
ように
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　　r　　　　l
A　noNgeqte　ju：
　　　　ノソゲって　　いう

kotoba：
ことばを

　　．　　　r

cuKauna　，
使うな

　alca．
あいつは

sar求@en　o”　m　i　j　a（mo］’

　　酒飲みさ

　　　　，　p．
noqg3　a・ja　，

ノッギャー一・　A’

　　　r　　　1
　　　　コ　　　　　　　ロ　　　　

noqgJa。」猷，
ノヅギャーヤ

　　ドnoqgjal
ノツギャー

　
．
齢
、

「
a
あ

G 　　　　コ

noNgeqGja：
ノンゲとは

　　　　　r
±wano：na
いわないね

　　r　　　　　　　　l

A　noNgeta：
　　　ノンゲとは

　　　r
iwaNna　，
云わないね，

r

anoJaro：　，
あの野郎

　r　　　　　l

sakeno　mu
　　酒飲む

　　r
noq　gj　a：　，

ノツギャー

joikaN　nomusa
いいかげん　飲むよ

1

naNoj　uqte
などといって

．　．r

JU・na
いうな

　　　　　r　　　l　rB　noqgja：’　cuqtaq　dana，
　　　　ノッギャーっていったんだろう

　　　　　　　　　1
kokoraqzj　a：
ここらでは

G　rkj　a：ruga　nakuNte
　　　キャールが　　ナクンテ

namo
何を

　　　　，　？

noqgJa：o
ノッギャーを

noq’gJa．o
ノッギャーを

　　　　　　　、　一竃

a∬1e2：｝ura．jono
アメズ Aの

　「　　　「　　　　　「
　　ロ　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　じ

’　　　　　Ju・na
　　　　　　　いうな

　　　r　　　　l

sonokja：runo
　そのキャールの

sono
その

　　r　　　：

B　kja：ronaNte
　　　キig　一ロなんて

j　uwana　Jna　，

云わないね

　r　　l
gaeroqcju：dade
ガエロっていうんだから

　　　　ドYkokoraheNno
　　　ここら辺の

koto：
ことを

sir高盾獅盾?ｏｉ：　zja：

下流の方では

　　r　l
gl　£a　qte
ギラって

　　　　1
ju二kedo，
いうけど

　r
鼠re
あれ

naNdato
何だと思、う？

O磁O：

　　　　r　　　　l

B　girakotobaqte
　　　　ギラことばって

ju：dade
いうんだから

　　　r
Y　arj　a：　，
　　　あれは

　　r

na　Nde
なぜ

giraqte
ギラって

　　　　l　r　l
ju：daine：
いうんだろう

D　naNno
　　　何の

tamenl
為に

giraqte　ju：da
ギラって　　いうのだ （全文平板調のアクセントで）

　　　　r　　　　l
B　girako’to
　　　ギラコト

　r　　　lgiTakoVobaqte
ギラコトパって

　1　1＋　一ljokuj　u：dana：
よくいうんだね

hUN七〇
本当

　r　　n
g±ra：
ギラを

一57k



oukaqteqte　ju；kotowa
　使ってと　　　　　　　　いうこと

　　　　ド　　コ

C　maGMo
　　　町の

ho：no
方の

sju：
衆は

kikeba　ano：
聞けば　　あの

r　．1
ej　o’早@to

ちょっと

r　　l
heN　zura
変だろう

　　ド　　　　　つ

BhuNdaNsa
　　　だけど

　rso　rj　a：

それは
wakarudaj　o
　わかるんだよ

sorJo：
それを

　r　lgiraqte
ギラって

r　　：　r
ju：dagana　sono
いうんだがな　　その

　r　－
g±raeoju：
　ギラという

　r
lmi
意味

　　　　ド

C　murini
　　　むりに

oukaq　te’r　uq　cj　u　：

使ってるっていう

　　　　　［
kotodaj　o
　ことだよ

　　　　r　l　：B　muriniqoju；jorSmo
　　　むりにっていうよりも

　　r
C　ho：geNo
　　　方言を

cu・kaqoj　a　：

使っては
Mo　：　dade
いないのだから

　　　　r
E　ho：geNo
　　　方言を

eukauqte，
使うって

r

ho：geNo
　方言を

cukaqもaqもe　，
使ったって

　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　サ

9エ「aqCJa・
　ギラと

iwanaiwakeqda
いわないわけだ（いわなくてもよいではないか）

　　　　r　　　　　　　　　　　　　　－

C　slmono　motobade　・一一一
　　　下’の（下流域の）ことばで……

eukaqtemite
使ってみても

　　1umaku
うまく

r　　　　l

ikana±
いかない

wakeda　ntcizjo：　eukaqte
わけだ　　　日常　　　使って

　　　1

Ma　imoNdade
いないので

　r60reo
それを

　　　1
gira．q七e
　ギラと

　　　　ド

ju：dajO
いうのだ

G　keqka：
　　　結局

ubagau　slta　，
疑う　　　舌

　．r

glra，
ギラ

　r　　　　　n
g　rr　anoglwa
　ギラのギは

F

utagau　，
　疑う

　ny　1　．　r
uもagaゴuqdana　，
　疑うだな

　「　　　一等　　　「　n

utagaudana：，　u：N　rawa
　疑うだな　　　　うん　　うは

　，r

glra　，
ギラ

u：N
うん

r　n
matejo　，
待てよ

r　lmasaka
　まさか

　r　l
si七ao
舌を

　　　　1cukauqde
使うのでは

　1naizurade
ないりだろうから

一一 T8一



，

　
a

畏
舌

　
S

B 　r　l
si．七aqte
舌って

　r　l
sizo：kazja：
　静岡市では

　　　コ

61七ao
舌を

daslte　goraNqte
串して　　　ごらんって

j　u：　da　：rna　，

云うんだな，

　r　l
koKorazja：
　ここらでは

　ド　コ
be’ro：

ベロー

　1　　　　　　　　　　r

daseqcju：dana
ダセっていうんだな

　　　　ド
B　　sitaberO，
　　　シタベロ

　ドsitabero
シタベロー

　コdaite
ダイテ

mj　o：ja：
ミョーヤー（出して見よ）

　　　　r
A　sltabero：
　　　　シタベm一

dase：
ダセー

　　　　ド
G　　siもaberaq．t｝emo
　　　トシタベラといっても

　　　　rjoldazo
良いんだぞ

　　　　r　　l
C　si’taberaqoju：wa
　　　シタペラというのは

　　　　　　　　　コ　　　ド

hjo：zjuNgO『daZO　，
標準語だぞ

　r　　　　　lsitadakedemo
　　シタだけでも

　　rjoizo
良いそ

　　　　ド

F　bero
　　　ベロー

dase，
ダセ

　r　l
bero：
べ獄一

　　　　r　l
G　be’ro
　　　ペロー

dai七e
ダイテ

卿
．
【

置
ヤ：

一
　
Q
ヨ

．
」

　
ぐ
、

　
風

　　　　r　l
B　kokorazja
　　　ここらでは

　r　l　rberoqcj　u：dazo　，
ベロっていうんだぞ

　r　l
bero：
ペローn

　1　　　　　　1
daiVeikja：
　タやイテイキャー

　　　　r　　　l
C　　si七aberaqもju；wa
　　　シタベラっていうのは

hj　o：zjuNgoda
標準語だ

　　　　r　l　1B　be’roqcju：na：
　　　ベロっていうのは

　1hai
もう

　　　　r　‘1　r　　l
G　sitaberaqcja
　　　　シタベラとは

lwano：da
いわない

　　　　r　　　l
F　sitaberaqLe
　　　シタペラって

　　　　　　1
iwano：ka’mo
　衰わないかも

　　　　　　f

slreno・na
　しれないね

　　　　ド
，　t）ero：
　　ぺ！コー

dase
ダセ

G　a：　bero：
　　アー　　ベロー

　1dase
ダセ

F　皿よ
　　　もう

iqkai
　一回

1　　　　：

　　dasi七e
　　出して

（笑）
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　　　　r
B　slta　，
　　　シタ

arja；
あれは

　r　lsitaga
シタが

　　　　　　　ド

hoNto：zura
本当だろう

　　　r
G　arja：
　　　あれは

　　　1sitaga
シタが

　　　　　r
hoNto：sa　，
本当さ

　r　lsitaga
シタが

　　　　　　　ド
hoNも。：daj　o
　本当だよ

　　　　r’1　rn　n　1B　sitao　dasite　goraNnaNte　jo’ku　juwa：
　　　（静岡市の病院などへ行くと）舌を出してごらんなどとよく云うよ

　　　　r
F　sitao
　　　「舌を

daslte
出して

　　　rlgoraNnaNte
ごらん」なんて

　　r　　　l
A　dare’dakaN
　　　　誰だかが

・
「
一

「
a
へ

」
者

∫
玲
医

　　　コ
iq七esa：
行ってさ

　　　　　　　　コ
ano：　　kazedaka
あの　　　カゼだか

　　　　r　l
hi：七ena
引いてな

　r　l
si七ao
シタを

dasi七e
出して

　　　r　n
gora】N’しara．　　（笑）

ごらんって愛ったら

　　　ド　■　　　　「　　　　　「
F　　ere：　　〇七〇瓜asi：
　　　たいへん慶気の毒T

（笑）

　　　　r　l
A　sitano　ho：
　　　下の　　　方を

　コ　　　　　　　コ

dai「bacuqkja：
出したって云った

（笑）

　　r　l
G　a：a
　　あ）b，

sono　or狽盾高≠唐堰H　cju；korta？　ju：　holdaga　kono

その　　　オトマシー一っていうことは　　　いう　　だけど　　　この

　　　ドAotomasil
　　　かわいそうに

、
e

　
r

「
e
一

　　　　　ロ　　　　　　　　　　　コ

Gcu：kawano：ku
　　　使わなく

　　　　ド
naqka．na
なったね

　　　　　　r．　1
sono　otolnas1：’ 曹fju
その　　オトマシーっていう

kotoba：
ことばを

　r　　　　　　　l

cukawano：ku
使わなく

　　　　ド

naqtana：
なったね

　　　ド　　　　　　　　つ

AobOmasi：qGju：
　　　オトマシーっていう

　　　　　コ
kQtoba：
ことばは

　　　　　　　r　l
oukawana　Ma　：
使わないね

a
ま

．
」
を

「
r
れ

h。

ｻ
B kowaij　o

　恐いよ

A　ortomasi：i 曹モ梶@u：　kotoba
　　　オトVシーっていう　　ことば

　　　　　　　r
cukawanaMa：
　使わないな

一40一



G　curka：no：n汲普@naqter?ｘａ：

　　　　使わなく　　　　なったね

　　　　r　　　　　　n

B　otomasl’：wa
　　　　オトマシーは

　　　　1eukausa
使うさ

　　　　　　r　l　1G　taN’to　cukawanaida
　　　　たくさんは使わないな

　　　　F　　　r
B　cuKauj　o　，
　　　　使うよ

　r　r　loukauze
使うぜ

　r　　　　　　　　r　　　：

korja：　，　anoslto
これは，　　　あの人

　「　　　つ
nakunaqtaqoj　o：
　なくなったそうだ

　　　　　　　　　　r　：
otomasl：qkena：　tj　uwa：
オトマシーッケ（かわいそうだった）な， というよ

，

　
O
よ

「
，
」
．
うu

歎

．
J

A sorJa
それは

　　r
ju：jo
云うよ

F　a：rj　a：
　　　あれは

　rkModokunaqke
気の毒だった

otomas±
オトマシー

　　　ド　　　　　　　つ

C　　utQ皿asi：to
　　　　ウトマシーと

　r　　　　　　l

otoraasi：de
オトマシーで

mata　oigauda
また　　　ちがうのだ

rn　1　1uto　o　qdena：
　ウと　　オでね

　　　r　l　r　lA　Utomasi：Wa　　　　　　　　　　　　　　凱aもa
　　　　ウトマシー一は　　　蜜た

cigauda　，
ちがうのだ

r．　．1
utomas±：qcj　u：na：
　ウトマシーっていうのは

　3hai
もう

　F　　　l
ki七a且aijo：na
　汚ないような

　　　l　　　　　　r

koLobaqda：na
　ことばだな

　　　　r　　　　l
C　o’tomasi：qcju：wa
　　　　オトマシーっていうのは

　　　　　　　r　l
kModokudaqkeqLe
　気の舞だったって

ju：jo：na
いうような

　　　　r　n　rl
A　kModoKunaqtej　u：
　　　　　気の舞だっていう

　
Q

6
　■

、
o
を

」
清

「
Z
，

　　　　　コ

kara滋eta
からめた

　　　r　　　　　　l
C　　u一しo皿asi二qGju：wa
　　　　ウトマシーっていうのは

r　n
na　Ncj　u：ka
何というか

　　　　r　　　　l

G　kitanaiqcju：ka
　　　　汚ないというか

　　　　ザ　　　　　　　コ

B　oto繊si二qGju：na：
　　　オトマシーっていうのは
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　　　　r　　　l
C　kltana’lbaqkazj　a
　　　　汚ないばかりじゃ

nakute
なくて

　　　　r　　　　l
A　cukaijo：ga
　　　　使いようが

　　　　r
arudana　，
あるんだな

ドつ

uto
ウと

n　　　　　　　　n

otodena：
オとでな

　　rl
G　o：
　　　：お・～

n
uto
ウと

ode
オで

　　　r　l　　rF　　unagO：ziwa　　（笑）
　　　ウナゴージはどうだ

　　　　r
B　namekuzino
　　　なめくじの

ko　to　zj　anaika
　ことじやないか

　　　　1．　．

unago；zlwa
ウナゴージは

　　　　r　　　l

F　elgausa
　　　違うさ

　　　　ド

Ana．mekuzito
　　　　なめくじと

unago：zlwa
ウナゴージは

　　　l　　　　　r
oSgaUNdaze
違うんだぜ

　　　r
F　are，
　　　あれ

r

zeNzeN
ぜんぜん

　　　　n　　　tr

oigauqdaAa
　　違うんだな

　　　r　　　　　l

B　oNnaziqzura
　　　　同じだろう

　　　　r　　　l

G　cigau
　　　ちがう

01gau
ちがう

　r
ze　Nz　eN
ぜんぜん

01gau
ちがう

　　　　r
A　namekuz±to
　　　　なめくじと

　　　　1
unago：ziwa
ウナゴージは

zeNzeN
ぜんぜん

　　　　r
Gエgauna，
ちがうな

　　　　　r

ano　unago；一
あの　　ウナゴー

　．一1　．．．一　一

zlqeJu；na：
ジというのは

aぬO
あの

r　　l

huNk縦ra
　ふんから

detekurujaoo：
出てくるやつを

r　　　　　　　　l

unago．zlqcJu・
　ウナゴージっていう

nar高?ｋｕｚｐａ　」u：noiwa　ko：

ナメクジと　　いうのは　　　こう
naHlena狙esiもa
　なめなめした一

　　　　　　1
G　namenames±ta
　　　　なめなめした

koNna
こんな

　　　1gosuNmo
五寸も

　　　　　1rokusuNmo
　六寸も

　　　　1．

arUJO・口a
あるような

　　　r　　　　　l

B　unago：ziwa
　　　　ウナゴージは

beNzj　on1
便所に

　　　　　　1
1r　uj　acu　da

いるやつだ
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N
ん

「
U
う

「

A soreo
それを

　　　　　　　1　　　　　1

unago：ziqcju：Nda
　ウナゴージっていうのだ

　
、

コ
　
　

o
諭

F 　r　　　　　　　　　　　l
oqporakas　idawaij　a
オッボラカシだよ（意味不鮮明）

D、。i。j。匹

　　　それでは
uzlqcj　u：j　acu　wa
　うじっていうやつは？

　　　r　l
F　untwa
　　　うじは

uzlsa
うじさ

　　　ド

A　uziwa
　　　うじは

　コ
moto
　もの

　　　　　　r　　　　　r　l

ano　　nameko二ziqGju：Ndaga　　kore
あの　　ナメコージ・っていうんだが　　　これ

naNj　ara
何やら

ano：
あの

G　±r梶@a，

　　　いや

　r

unago：zito
ウナゴージと

　　　　ruzitowa
ウジとは

　　　　　　　　　　1　n　r，
m　a　ta　ci　gauqd　al’　o

また　　ちがうんだよ

r　l
u’噤@1qoj　u：

ウジっていう

　　　　　　　“l
J　aeuwana　’：

やつはね

　　　　　　　r

mata　komaqkai
また　　　細かい

　　　1siroijaouga
　調いやつが

guzJ　aguzJ　aguzJ　a一
グジャグジャグジャ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　l
guzJ　agu　zJ　agu　z3　aguzj　aguzJ　a
グジャグジャグジャグジャグジャ

1

0ru　，
居る，

　　　　　1
wakuda．
湧くよ

　　　F　　　　l

Y　unago：zSto
　　　　ウナゴージと

　　1
uzi’じO
ウジと

　r　　　　l
iqsj　ozu’£a
同じだろう

　r　1　　　11q　sj　o　zj　a　：　n　a　1　k一　a

　一一緒ではないか

（笑）

　　　　r　　　　　　　l

B　lqsjodajo：
　　　　一緒だよ

　　　r　　　　　　l
A　onazimo　Ndal〈edomo
　　　　　同じ物だけれど

　　　　r　　　　l
G　se：sicuwa
　　　　性質は

　　　　　　　　　l　　　　n

oNnazidakedona：
　同じだけどな

　rl
se　．SiGlユwa
　性質は

onazidaga
同じだが

　’：t

talsiouwa
　体質は

exgau，
違う

　　　r　　　l

zeNzeN
ぜんぜん

Gエgau
違う

　　　　ド

B　jatara
　　　何でも

　1
gu　zj　agu　zj　a

　ぐじゃぐじゃ
ci：sai
小さい

　　　」

皿USlO
虫を

　r　　l
m±　rj　a：

見れば
　r　l　r　luz±qoju：dana：
ウジっていうんだな
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　　　　r　．1　．　　．　．．　1
A　uaa　go　：zlqcj　u：　J’　ac　a：

　　　　ウナゴージっていうやつは

　　　ピ　　　　「

，　unago：．zigcju：pal
　　　　ウナゴージっていうのは

　　　　，1　．
beNzj　oni
便所に

　　　　　　　　r　－

lruj　acuno　mlwo
いるやつのみを

　　　　r　　　　　l
G　arewana’：
　　　　あれはな

r　　　　　　　　l　　　　　　　l
o　tamazj　akus　iwoml　ta　Mi
　　k・玉杓子みたいに

　r　l
oqpoga
尾が

aqtesa
あってさ

　　　　　r　l
B　s±qpoga
　　　しっぽが

1　r　laruj　acuwo
あるやつを

　　　r　　　　l
F　unago　：．　z±

　　　ウナゴージ

　　　　r

G　unago：zi，
　　　　ウナゴージ

sorekara
それから

　「　「
　　コ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　

U7J　xqCJU・
ウジっていう

　　　l　　n
jaG鼠；na：
やつはな

「　「
　　や　　　　　　　　　ロ　　　　　　リ

UZIqCJU・
ウジっていう

コ　　　　　　　　　　　　　　

jaca；
やつは

　rzeNzeN
ぜんぜん

　　　　1
slqpo　mo
しっぽも

naNnimo
何にも

　1，

亘al
ない

　　　：
Jacuga
やつが

　r
guzJ　aguzj　a
ぐじゃぐじゃ

guzj　aguzj　a
　ぐじゃぐじゃ

sorekara
それから

　r　　　　l
saruuzSqcju：
サルウジっていう

　　　　　　　1．
j　aoug　ana　，．

　やつがな

　r　　　　n
saruuziqcju：
サノレウジつていう

jacuwo　mitakotoga　aruka　do：daka
やつを　　　　見たことが　　　　あるか　　　どうか

slra一
知ら

　　　　　　、
　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　サ

no・gana・
ないがな

　r　　　　　n

saruuzlqcja：
サルウジっていう

jaeuwa　maruklr．i
やつは　　　ぜんぜん

　　r　l
kuroi
黒い

コaGunO
やつの

ko：
こう

ariNde
　　蟻の

　　　　　r
no　1〈umaarino　，
　　　　　クマアリの

　　　　f
aredazo　，
あれだぞ，

arega
あれが

　r　　　　　　l
monosugoiN
　ものすごい

　　　　r

B　akeblwo
　　　　朱実を

muite
むいて

　　　　r

，　sonokarawo
　　　その空を

　　　コ

hokai1｝Okuto
　放って旧くと

　　　1
dekiruqcjo：一
出来るそう

　　1“’　■

　　　　サwana．
だな

　

＼
｛

，
a
あ

G juqtana：
そう云ったね

F
r

llsa：Bo
井川の

ho：de　，
方で

　r
me［nezuno
みみずの

。：　1〈　i：j　aco：

　大きいやつを
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　r　　　　　　1　r　lkaburado：qcjuwano：kai
　　カブラドーっていわないか

　　r　　　　　　　　n

Y　ki：tal〈oto
　　　聞いたこと

n　rlarune：
あるね

　　　　r　　　　　　l

B　kaburado：qte
　　　　カブラドーって

ju：tokomo
いうとこも

　　　　r　l
arudana：
あるだなあ

　　　　r

F　kaburado
　　　カブラドー

　r　　　　　　l
’Kaburado：qte
　カブラドーって

ju：da
いうのだ

　　　　r　　　　　1　r　　l　r　　　　　lB　kaburado：qtju；　kokorazja：　gaburado：qtju：daina
　　　（井川では）カブラドーっていう，ここらでは　ガブラドーっていうんだな

　　r　　l
F　ga：o
　　ガーを

　　　3　　　rcukerudana
つけるんだな

　　r　l
A　kato
　　　カと

　1
gano
ガの

　　　　r
F　inemezuRo
　　　　みみずの

　　　1
0：ki：j　acu
大きいやつ

Y

F

　r　　　　■

艶isakubQ茎〕LO
　　　水窪の
　　　　　　（23｝

　ド
gaburado：Z主
　ガブラドージ

ho：zja
方では

　r　　　　　　　　　l

gaburado：ziqte
　ガブラドージって

　　　　r　l
juqta’ne：
去ったね

　
a

　
9
ガ

コ
ー
ジ

「
呂Y Guitar氏C”

F

ついたね

　　　　r　．1　．　n
A　gaburado：　　　　　　　　　　　dana：
　　　　ガブラドーだな

　　　　　1　．
ko　1〈orazj　a
ここらでは

　　　　r　　　　　l　r　　　　　　r　1F　　gabu「adO：Gju：na：　　asita　　unag10　　Gurudai　　（笑）
　　　ガブラドーっていうな（これがとれれば）明日うなぎを　釣るのだ

soide
それで

　　　　　　r
unagiwona　ko：
うなぎをな　　　こう

　r　l
cigiqtc－sa
ちぎってさ

　r　　　l

sasitesa　soide
さしてさ　　　それで

r　　　　　　　　r
unagio　to　ru．　sa
ウナギを取るよ

gaburado：de
ガブラドーで
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0
5 墓場の頑な　ど

話し手 A・・…森田　　一

D・・…森　好一

G・…・森下忠喜

B…・・湯本泰弘

E・・…湯本哲男

Y・・…　山口幸洋

C・・…森辻広良

y・…・湯本和男

解 説 A氏の茶畑から事歴年間の墓が発見された話にはじまって、檜尾

など高地では土葬が深い。深いのは、テンに堀り返されて死体が

食い荒されるからだというような話をする。

　　　　r　　　　　　　1　1　　　　r　l　rA　so・rja：　taisita　moNda’ 鰍潤C　orq．Nugino　qno　k4．w，．qino
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川井の　　　それは　　　　大した　　　ものだよ　　　俺の塚の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あの

　　　　l　　r　1　　kvtNdana：　cjabotakeno　ano：　ho’re　lso：jut：　akagucinO　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤土の　　　くんだな（不明）　　　茶畑の　　　　あの　　　ほれ　　こうhう

　　　　r　l　1　1　1．H　．　r．　．　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sono　torinokete　　haka：　aqtaqkedajo　，　soidampNde
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その　　　取徐けて　　　墓が　　　あったんだよ　　　　だから

　　　　　　　　　　　　1　r　　　1　”．　1．　．　r　一　1　　inor．　aqte　cuclo　hak．qba’ga　aqPaigoNdena’：　hakk．．amPaga　q．r－u＃e：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墓場が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あったのでな　　　　　　　　　　土を　　　墓場が　　　　貰って

　　rl　．　　　　．　．　r　．　　．　1　．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つalnθcJaq，七a　七aisjo：raga　　e’：kaqcjuqte　ja：daja：daqte
　　　良いかって雷って　　いやだhやだって　　　やめちゃった．　　　大霧らが

　　　　　　　　r　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　つ

　　soide　ko’Nda　ano　jo：me：zin±　kite　joNde　moraqt．arana：
　　　それで　　今度　　　あの　　　陽明寺に　　　来て　　読んで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貰ったらな

　　rho：ireki　na｝neNqte　rho：nrekiqt」u：toka，　irm．aiq・k．　ara　nfih」aku，

　　　宝歴　　　　　何年って　　　　　宝歴っていうことな　　　　今から　　　　二百

　　　　r　　n　1　m　　　　　r　　　　　l　　　　　　r　　goz　」．u　．：　n　e．N　gurai　mukap　i　d．aqcjo　：　j　a，　sO　一：　su［　r．　u．　VQna　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そうするとね　　　　五十年ぐらい　　　　　　　　　　　　　　　　　昔だろうだよ

　　r　　　　　　　1　l　　　rC　kaNe　：　tu：ho　：］　40　zict．a　izvtra

　　　　通永通宝の　　　　　時代だろう
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　　　　　l　　　　　　r
A　so　：　’s　uruto’n　a，

　　　　そうするとな
aideOこ
あftで

　　r　l　1kawaiatarl
川井あたり

r　n
’孤aD．qCkCaaua　k

　rsaNbjakvtneN
　　三百年

　　　　　r　n　ll
F　dokoraheNni
　　　　どこらへんに？

　　　　　　n．　．

aqtaqkeja：
　あった？

　　　　　r　　　　　l
A　sohokawa’：
　　　　その川を

deNcju：no
　電柱の

　　　r　　l
F　utenika
　　　上に：か

　「　　、
　　　ひ　　　　

uen工．
上に！？

　　　　r　　　　．　1
A　de’Ncju：Ntokohi
　　　　電柱のところに

　　　　r
B　sorja：
　　　それは

　　　1　　　n．

8％緒器㍗o

　　　　r　1　　　1　．r
A　saNbjakuneNizjo：ni，
　　　　　　三百年ぐらい

　1．．　．　．　r　：
「θﾖあ鰹azo kawaraq’te　so±de

　　　　　　　　　　それで

　r　l

osora1〈u
澄そらく

　　　　　　　1kokodaqtemo
　ここだっても

　　　　［　1
B　ko’ko’tra
　　　　ここらは

d。i伽。a監。h泳。。。Nd。5。
だいたい　　　　七百年位だよ

F　rnai：

　　　な

　　　　　　　コ
hazi皿θ8a］VL
はじめさん

　f’　　　1

sakasitae　ko：
　　叛下へ　　　こう

kitesa
　来てさ

砺溜
㎡
み

e「
t
て
q
っ

。
寄

．
「
り

r　l　　　　rasukoNtokonina，
　　あそこの所には

kokoni　koNna．
　ここに　　　こんな

　　r　　　l
saqCajo：na
坐ったような

ni@鼎ga

　1haiqteruda
入っているのだ”

　　　1hitori
　一人

　　　　r　r
Y　dokoni
　　　　どこに：

　　r－
F　ima：　mo：
　　　今は　　もう

狐：LC■O
道を

　　「　　　　　　　「　「
　　　　ひ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

CU．　DU：1CJaqtesa’。
つぶいちゃってさ

皿O：

もう

　［
ka：L幽しaisite，
　　解体して
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sorekoso　honewo
それこそ　　　骨を

　　　　　　1
hiroqtesa
　　拾ってさ

sjoNna±moqde，　hp．neo
しかたがないので　　　骨を

　　ド

hiro（lte
　拾って

　　　　r
B　hone？
　　　　膏？

　　　r
F　　osame七9
　　　　納めて

1　　　　　rl
arukeNna’：　ma：
あるけどな　　kあ

　　1．　．
ko：ju：
こういう

　　　　　　l　　　　　n
kaa．ko：Nnaqtesa：
恰好に　　なってさ

ko：ju：ano
　こういうあの

　　　r　1　　　　1F　itamade’　wakaru
　　　　詫言で　　わかる（棺櫓わ）

　r
itamade
　板kで

B宅ja聾t。
　　　ちゃんと

　　　1　　1
si七θru：
してるの

　　　　　F

F　cja酷a
　　ちゃんとは

S二LCコa・　　il〕LO：

しては　　いない
cjaNta：sicja：
ちゃんとはしては 鵬飴窩譜

　　r　　　l
korega
　これが

　　　　　1
±taqde：，
　板で

　　r　　　l

korewa：
これは

　ド　　　　　　　コ

ga聾okede：t
　　棺桶で

　　r　n　　　　ljaqtamoNdato
やったもんだと

　　r　　］
ko　：　ju’：

こういう

　1　　　　　　r　l
suite：site：
　　推定をして

　　　　r　l

A　areno：
　　　あれの

　　　　　　rr　r　l
atarasi：dajo
あたらしいんだよ

　　．　1．

arJa一，
あれは

arla・
あれは

　　　1

kowaidaqke　mata
　恐がった　　　　また

．
　
●お

は

「
τ
れ

so
ｻ

B 　　　　　　1　　　1

atarasi：jo：
　新しいよ

sono：
その

　　r
hakomade
　　箱まで

　ロヨ

wakarUtnaNcja：
　わかるなどと

　　　　r　　　l

A　arewa　ano：
　　　あれは　　あの

sorekoso
それこそ

r　：

皿e：zika
明治か

　　r　　　　l
F　so：ju’：a　are
　　そういう　　あれ

　　　1hitocu
ひとつ

　
e
け

r
k
つ

閃
た

　
t
つ

㎎
あ

　　　rhltocu
ひとつ

　　r　　　　　l

A　taisita
　　　　大した

moNctaSo

もんだよ
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　　　　r　　　l
A　are　jo’r　ti
　　　あれより

r　　　　l
mada
まだ

　　　：
huruijo，
　古いよ

are　　a且O
あれ　あの

　r　l
oraNucino
俺の嫁の

　　r　l
c　ja’b　atakenowa
　　　茶畑のは

　
・
工k

　
θ　

r

僅
一
。
・

　
O

「
h

歴宝
f　　　n　r　　l　1hO v屋雛a蚕nen　t£勢窄e　n饗箋：、lga

aat
ら

儀
た

ro
ﾁ

i
拾

h 　　　　　　　　　F　　　　　l

daitai　nihjaku
だいたい　　　二百

　　r　　l　190乞ju：ne聾guraimae（主a（主te・　sono
　　五十年ぐらい前だって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その

　r　1　r　n．　r　rh蹄翼a霧是欝鑑a：S辮窪SOS力説呈sok鍵O撃

　　F　l　l　r　1kawaiatarja：　madamada　huruiqcju：dazo
　川井あたりは　　　　まだまだ　　　古いっていうんだぞ

　　　　r　l　r　lC　huruizjana±kaqte
　　　　古いじゃないかって

juqtadaqkedai
　言ったっけね

　　　　r　　　　　　　l

F　aNnatokoi
　　　　あんな所へ

uzumerudakedo
　埋めるんだけど

　　に

do：site
どうして

　　　　　　　　　l　　　　r

so：jaqtampNzurana：
そうやったもんだろうな

　　　　　r

C　daitai
　　　だいたい

lqs30n1，
　一緒に

　r　n
sumalseruzJa
　住むのでは

　　l　　　r

naikana
ないかな

F　do：　J’　u：

　　　どういう

　　　　　　　　r

A　soldena，
　　　それでな

　　r　l　1　　1hitocuno　hakaena：
　一つの　　　　墓へな

　ド
kOdo憩Qto，
　子供と

ano
あの

　r

O七〇nanO
　大入の

　　　　　1
kaimjo：
　戒名が

hoqte
彫って

1

arudajo，
あるんだよ，

cjaNto
ちゃんと

soide
それで

r　　　　　l

Jo・me・zlga　a．no．
　賜明寺が　　　あの

　　r　l

Kakocjo：
　過去帳

　　　　　　　　l　　　　r

hoqte　mitqrana，
繰って　　みたらな

　　ド　　コ

kOrewa
　これは

　1
do：mo
どうも

　r
onaz　itos　im・．　i，

　　同じ年に

　r　　　　　l

onazxoo・na
　同じような

　　　じ　　　　　　　

bjo・klde
　病気で

siNdanozja
死んだのでは

　　　r　l
naikaqte
ないかって

jo：1准θ二zi∈lia

陽明春が

ju：　dake“1，

いうんだけれど

　r　－
kakocjo：
過去帳に：

　r　l
nOko（乏te［じaαa
　残ってたんだ

　　　　　　　　F　　　l
soxega，　sQnyede
　　　　　　　それでそれが

ano　：，

あの

　　r
1〈orja：
これは

　　　　　　　　　　　　r
ho　：　rekinaNneNno，
　　宝町何年の

rl
icu
いつ

　　r　l
siNdaq七e
死んだって

ju：kO七〇　wakaくLCa
いうことと　わかった
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　　　　r　　l
C　asoko’Nsa：．・，・
　　　　あそこの所

　　　　　r　　　　　　l

A　tazisaNno
　　　　太治さんの

sorja：　ano：
それは　　あの

ima
今

kazusaNno
　和さんの

　　　「　つ
サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

JU・na・
いうのは

F　saisjo
　　　　最初

　　r　　　　l

狙ししeNborじOkeno
　　無縁仏の

har狽≠汲?ｄａｌ．

　　畠だよ
are通○
あれも

ゆ
　
サ

っ
a

　
n
な

「 　　ド　　　　コ

ze’NzθN
ぜんぜん

soide
それで

　r

onana
診花を

　　　　　r　l
kaz．aqtesa，
　　飾ってさ

　　　　　r　　n
de　saNine：torusika
で　　三メートル（しrd5）だげ

　　　1　r　n
s±taqzura
したんだろう

　、　「　「
　　　コ　　　　　　コ

SOr∂a・
それは

　　　　r　　　　1　r　：
A　taziro：saNno
　　　　　太治郎さんの

　　サ　　　　　　の

arJa・
あれは

　1　r　lseNzodaqcjo：na：
　　先祖だそうだ

　　　　ドFsaｹ飯某饗黙「a’
　コ
do：mo
どうも

r

areqkara
あれから

kε£r蹴a’

　r　　　　　　　　　　　l

s響勢饗応a’

　　r　l
A　me：zini
　　　　明治に

　r　l　r　l
c±kaitoki’no
　近いときの

　　　　　ド
B　　　sizr　e］獲ni

　　　　自然に
Si】罫sjok1ユsi七e
　　　侵触して

　　ド　1

hukaku
　深く

　　　rlnaqtazura
なったんだろう

　r　l
cuciga　noqte，
　土が　　　乗って

r　　l　1
zja：naika
　ではないか

　　　r　　　r
hoqteaqta
堀ってあった？

（子供）
r　liketa
埋めた

　　　　ド　コ

B　ik：θta：
　　　埋めた

　　　　r　1．　r　l
G　taz　i：　ro：saNno
　　　　太治郎さんの arewa　nantkara

あれは　　　　何から

　　　　　1kgrunoga
くるのが

　　　　ド

A　　oraN
　　　俺の

　　．　．．1

uc　mo　；　wa
　　家は
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B　he：kiNsa，
　　　　平均ね

　　r　n

naraozJa‘
櫓尾では

　　　1hukaku
深く

hQq七e
堀って rl　r　lik二e】ru，（icjU．：wana：

　埋めるっていうよね．

　　　　　r

F　kuzureno：demo
　　　　　崩野でも

「

Uk
く

響闘
す

　　　1horudajo
　　堀るよ

　　　　r　l
B　hukaku：
　　　　深く

　　　　ド

Gkumreno：zja：
　　　　　演出では

　r　　　　　　　　　　l　　　　　r

s響皇弓弩麗話da」o
　fw　．　［　．　1．　．

naNde，　　　　　　　dO．S■七e
なぜ　　　　どうして

　「　　　　　　　　コ　　　　　の

horukaqeJU・
堀るかっていう

　l　　　　　　rkotowadana
　ことはだな

　r
areN
あれが

　　　1

kowaldatte　ano
　恐いって　　　　あの

r　．I
te聾rli
　テンに

r　lteN
テン

r　　　l
teNga
テンが

　　　r　　l
kuqcjau
食っちゃう（埋葬死体を）

A　orkuzja：，

　　　奥地では

　rlmlNna
みんな

　コ　　　　　　コ

七θNgaho　ru
テンが堀る

　　　　r　　　　　　l

B　narao：demo
　　　　　檜羅でも

naNsjo
とにかく

　　　nhukaku
深く

　1horu
堀る

　　r　　l
A　teNga
　　　テンが

　　「　　一1

miNna’　ko
みんな　　こう

　1　1　・r　lユζU（｝cimaudaq七e，　皿O；
食ってしまうんだってもう

kaN七aNni
　簡単に

　l　　　　r

horutona，
　堀るとな

r

miNna
みんな

　1teNga
テンが

　1
kuqcimau，
食つち蜜う

so±de　ano：
それで　　．あの

　r
hakoga　ko：
箱が　　　こう

arutona：
あるとな

　r
h嘱灘騨

　　　1　　　　　　　　　1

nokoqcjaqtena：，
　　残っちゃってね 評礁

r　　　　　l
zeNbu
ぜんぶ

　　　　　　つ

hi（lkOnuicjaqte
　　引っこ抜いて

　ド　　　　　　　　コ

m。 ﾃ心ギ智さu （以下不鮮明）

D・
揶ﾎあ　・ 　　　　　　　1　　1

kudarinisa；
「下り」に行くと

　　r　　　　　　l

hiro：itoko
　広いとこが

　　　r
axura，
あるだろう

　r

asokono
あそこの

mo：ciqto　　工nuko：de
　　もう少し　　むこうで

　　　　r　n
A　kokoxaqzja
　　　　ここらでは

　ド

okuni　　sitaga（ltθ
奥地に入るに従って

　　1maiboeuwa
　埋没は

zeNbu
ぜんぶ
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hukaiNdajo
　　深いんだよ

（中略）

　　r　l　1Y　teNeju：na：
　　　　テンというのは

　　r
donoqkuraino
　どのくらいの

　1moNdane
ものですか

SO捻O
その

。：kisawa
大きさは

　　r　l
B　te’Nwa
　　　テンは

F　　l
teNwa
テンは

t．aigai　qyepa
　　　　　　　　あれさたいがい

　r　l
nekota：
猫よりは

ci：to
少し

　　n　r　nika　id　a　N±　sa：

大きいだがね

r　r　：ikaijo
大きいよ

teNwa
テンは

　　rl
G　o：
　　おへ

r　l
ikai
大きい

　　　　r　■
コ　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　コ

Jaca，。na・
　やつはね

　　　r　l
B　±kaijaca：
　　　大きいやつは

　r　l
nekota：
猫よ夢は

　　n　r
ikaijo，
大きいよ

　　r　　　　　　l

kicuneta：
　狐よbは

　　　　　　　「　「
　の　　　ロ　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

C■・sa：Lgana．
　小さいがね

r　l．　1
so：dana：
　そうだな

　
a

　
r

っ
a

t疹u
た

勾
つ

鮭
い

．
エ
と

「
n
再

　
a
イ

　　　r　l
e：kana：
いいかな

　r　n
nekota：
猫よりは

　　1ikaisi
大きいし

「　一一

七〇nikaku
とにかく

　　　　r　　　n　r　　l
B　itaciKadalna：
　　　いたち科だよな

　　　　r　1　　ゆ　　　　　　の　　　　　　　　　　コ

arJa・工〕La・
あれはな

　　　　　r　　n

F　naNde
　　　何故

koN－na　hukaku
こんな　　深く

　　　　　nhorunokaqte
堀るのかって

　　　　　　　　1
ki：tarasa　：，
　聞いたらさ

　　r　　l
ki　：　tara・，

閏．いたら

　　r　　l
teNga
テンが

　　l　　　　　　r
omae　ku：de，
お・前　　　 食うから

　　　　　　　　r　n　：　　　　r　1kokQumerudaqtaqkja　：，　hul．imprlzju±c±一
ここへ埋めるのだって言ったっけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤森寿一ってね

　　r　1．
qtena：

　r．　．

oJazz，
澄やじ

anoojazlwa
　あの細やじは

　　　　　　r　　l
naNcjしし：na：，
何というかな

zju，
じゅ

　．　．　．1・
zjuiciqte
　寿一って

　　　r

arura，
あるだろう

　　　「　　　　｝…
　リ　　　　　　ロ　　　サ　　　　　　　サ　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　

ZコU・ic■Zjana■
じゅういちではない

　　r　　lzjuiciqte
ee一一って

zi：sa聾ga
じいさんが

f

anotoki
あのとき

±qtaqkjatja
　言ったっげよ

　r　　　　　　l

mono．sggol
ものすごい

　　r　lmaqkurakeNtokoni
　真っ暗がりのところに

轄 　r　　　lnaNde
　なぜ
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kurudaqcjuqCara
来るのって言ったら

　r　　　lteNga
テンが

　1　　　　　　r　l
ku．ru．工温○】邸de

　来るから

　　　　　　1　　　　　　　1

ko：sitadaqcjo：
dうしたのだそうだ

　　　　　r　　l　r　lB　katoecjaumoNdena：
　　　　　飢えちゃうからな

　　　　コ
h．oida加ONdθ
　　それだから

　　　r　　　　l
F　asok’oni
　　　あそこに：

　　　　　　　「　　　　　　　　　　　一1
　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　コ
颪翻隆　撃塁緊食繋ら顎■

　コ
皿O：
もう

　F　　　　　　　l

jamaNnal〈adade
　　山の中だから

　
段

切
れ

「
o
そ

　
SB 　　1

ku：sa
食うさ

　　　　　　　rtasikanina
　たしかにな

　　　　r　　　　　　l

F　inonosugoi
　　　　ものすごい

　　　：
jamaNnakade
　　山ん中で

・繋炉・

　　　r　　l　r
B　’so：dana：
　　　　そうだな
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9
6 ムササビのこと

話　し手 A…・・森田 B・・…湯本泰弘 G…・・森辻広良

D・…・森　　；8：一 皿…・・湯本哲男 F・…・湯本和男

G・・…森下忠喜 Y・・…山口幸洋

解 説 テンの話を受けて、ムササビの話が出る。

　　　　　　F　　l

A　musasabiga
　　　　ムササビが

hoNto：zuraga
　本当だろうが

　　　　r　n
D　musasabiqcju：jaca：
　　　ムササビっていうやつは

　［　　1
zo：kiN
ぞうきん

　r　　　　l
ka】工1ae七θru．

広げてる
30．nagaco；
ようなやつを

　　l　r　r
Du．zura，　aroa・，
いうんだろう　あれは，

「
a
？

「
k
、

　
U
，
刀

　
a
う

・
．
取
蓮

　
C

部
は

舞A 　　l　　r
baNdori
　バンドリ

　　　　r　　　　　　　　　　　　　l

B　baNdorinokoto：，
　　　バンドリのことを

「

　　の　　　　　　

arJa・，
あれは

　r　　　　n
momoNga：qte
モモンガーって

　　　　　　r　l
ju：dajona：
いうんだよな

　　　1
koko’wa，
ここは，

　r　r　lbaNdortwa
バンドリは

　　　　　　ヨ
mOinoNga：daga，
モモンガーだが

　ド　　　　　コ

狙O皿oNga：daga
モモンガーだが

　r　l
孤鵬騨奮e皿o

3UWJa・
いえば

　　　　　r　　　　　　　l

ano，　baNdoriqtomo
あの　　　　バンドリとも

　　　　r　　l

Duwa‘na・
いうよ

　　　f　　　l
E　arega
　　　あれが

　　　　　　　　　rhoNtozjanai
本当じゃないの

r
a

ら
　
ぼ

「
a

　
n
あ

「
a
な

麗
　
m
も

＆
い菖os「

饗

　
OD 　l　　r

孤a七a：，

また，

r　1，　1．狙a七a　　UWθ．
　玄た　上へ

　　　　　　　　　r　l
noboqtekudana：
登って行くんだな

　　　　ド　コ

G七aka：kuk：ara
　　　　高くから

　　コ
sa：qto．
さあっと

　　　　　1
kudari；
下9に

　　r
maunx
舞うのに
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　　　　r

E　hikukukara
　　　　低くから

　　　　1
takal　wa
　高くは

　　　　　　r
ma±eNdana
舞うことができないのだな

　　　　r
B　rigu，
　　　　リス

　r　l
rxsuwo
　リスを

　　　　　1
musasa’b±qteju：
　ムササビっていう

　　　nsitomo
　入も

　　　　r　　　　　　r　l

arudaze，　kinezu／mi
あるんだぜ　　キネズミ

　r　lKinezumi
　キネズミ

　　　1　．　r　l
kinθZU．エniqcja：
　キネズミって

　　　　r　　1
の　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　の

∂u・ga’na・
いうがな
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7．美代助や作字のこと

話し手 A・・…　森田　　一

D・・…　森　 好一

G・・…森下忠喜

B・…・湯本泰弘

E…・・湯本哲男

Y・・…　山口幸洋

C・…・森辻広良

F・…・湯本和＝男

解 説 私（山口）が、新居に大川村坂ノ上生まれの宗野美代助氏がいて、

親しいと話したところ誰も美代二二を知らず、このミヨスケとい

う名について種々いい合ってふざける。次いで村の人気男の作辰

（ト㌧カン辰ともいう）のことが話題にのぼる。

　　ド　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

Dso：nOqcju，ja　sak：anOkamizjanaika
　　　宗野といえば　　　　　坂の上ではないか

　　「　　■　　■　　　　　　　　一1　　　　　　　　　「　、

Bso；nowa　sakanOkamiqdana：
　　　宗野は　　　　　　坂ノ上だな

　　「　　　　　　　　「　　　　　「　、　「Cn風ｭ；湯鍵ana：

　　　　r　　　「　　　　　　　　「　　　r　　　　　　　　　　「　　1　　　　　　　　「　　「

F　　皿uka：si？　　狙U．ka：si？，　　8aiki瓦　　　saikiN
　　　昔の入？　　　　昔？　　　　最近の人か　　　最近？

　　　ド　　　コ　　　　　　　ド　　コ　　　　　　ド　コ　　　　　　　　　ド　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　ユ

Ysad要e二号：雛えe　s顧崔影課二二a’聖．1隈隈「aln’

　　　「　　　　「　ユ　　　「　　　　　「　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　．、

　　narukana：　　miNnano　　konOheNnQ　　七〇si2：ja：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CjOqto
　　　　なるかな　　　みんなの　　　このへんの　　　年では　　　　ちょっと

　　　　r　　　　r　　　　　　　　　　　「　「
　　siraNka工itQ　　sire］瞳ne：
　　知らないかも　　　しれないね

　　　「　　　　　「　　　　　「　「
F　　 otQ：S＆NコKa，　　〇七〇：saN
　　その人はもう診父さんぐらいの犀かマ
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「
0
う

「
s
そ

Y 「
Q
う

s
そ

　　r
D　hai　joikaN
　　　もう　　良い加減な

　l　　　　　　r
zi　：　sa　NzuTa　i，

おじいさんだろう
r　　l　F　nzi：saNzuraina：
じいさんだろうな

　　　　　ド
F　　 mijOSU．k：θ，
　　　　美代助

　　r　　　　l

ki：takoto
　聞いたこと

　　　rl
aruna．　，
あるな

　　　　　　1
ki：takoto
きいたこと

　　「　、
　　　　　のaruna’．
あるな

　　　ド　コ

Y　　so：no
　　　　宗野

「　　「

　　のSO．nQ
　宗野

naNtoka
何とか

　　　　ド　　コ

ju（差tane：
’言ったね

　r　　　　　l

asokono
あそこの本家

　　　　　ド　　　　　コ

F　　k：i：tako七〇
　　　　聞いたこと

　　　．■齢

arusa・，
あるよ

　　f　　　　：

ki：takoto
　きいたこと

　　　．1．

aruJa・
あるよ

　　　　　r　l
Y　jaqpa’n’　ano
　　　　やっぱり　あの

　r　　　　　　l
sakutacuqte
　　作辰と

　　　　　　コ
9U．・si七〇no
　いう入と

　r　　　　　　　n

do：kju：daqte
同級生だって

　　　　　　つ　　ド　　コ

」ししq七akedone：
　纏ったけどね

　　　　　　　　r

D　solzjasa
　　　　それでは

　　　　　　J

tadani：ejara
忠兄ちゃんあたりは

　　　　　　ド
si（差terura
知ってるだろう

　　r　　　　　　　l

F　sakutacuto
　　　　　作辰と

　　　　　　　　　　　ド　　コ
dLO：k：ju．：qzja」：na：

　　同級ではな

　　　ド

D　　SO：no
　　　宗野

　　　　　l　　　　　r
mijosukedaqte
美代助だって

F　mijosukeno
　　　　　美代助の

　　　　r　l
kozo：zura
子供だろう

D　kazunl：
　　　和兄

　　　　　ド　　　　　　コ

F　minosuke．qte
　　　　　ミノスケっ．て

　　　r　l
arukai
あるかい

　　　l　　　　　　　　r

sa．kan．okamiqde
　坂ノ上で

　　　　r　　　　　　l

A　minosukeqte
　　　　ミノスケって

　　　　r　l
ju：sitoga
いう入が

．　　　コ

iqte；ruqte
行っているって

　　　　「　　　　　　　　　　「
サ　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

JU・zura　g　soqcユe　，
いうんだろうそっちへ

arale
赫居へ
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　　　　　r　　　　　l

F　ki：takoto
　　　　きいたこと

　　　　コ

arujo：na　　kiga
あるような　　気が

　　　ド　　て

8uruna：
するな

　r　　　　l
皿inOsu．ke
ミノスケって

　　ド

G　taNto
　　　　よく

slrano・，
知らない

　r　　　　　　l
工丑inQSU．keq’te
ミノスケって

　　ド　　コ

孤ino：dθ
見ないから

aredai，
あれだよ，

　r
m±reba
見れば

　　　1
wakaruda±
　わかるよ

王niエiosukemo
ミノスケも

　　r　n　rY　nozjanakute，　mi，
　　　ノじゃなくて　，　　ミ，

○
ヨ

．
「
」

「

・G　mino：cte
　　　　ミノーデ

　　　コ
wakarano：
ワカラノー（見ないからわからない）

　　　　r　l
D　mijodaqte
　　　　ミヨだって

　　　　r　　　　　l

B　m±josukedaqte
　　　　ミヨスケだって

　　r　：

D　joqku
　　　ヨック（よく）

工丑i∂OSU，ke
ミヨスケ（「よく見よ」をもじる）

　　r　　l

F　joqku
　　　ヨック

　　1　　　　　　1
mijosukeka
　ミヨスケか

　　r　l　r　l
B　so：Rowa
　　　　宗野は

　　　1　r　n8aユζanoka遊idana
　　　坂ノ上だな

　コ
七〇〕〔lik：a，ku，

とにかく

　　　　　ド

G蟻蝶三三コa・
　ド　■　　　　　　　　　「「　一1

sukebe：jaro：zura
　助兵衛野郎だろう

　
α

「
・
3
ヨ

　
．
ユ
ぐ
、

　
mA ．．　，　．　．　：1

コoqteguraizj鼠・ka
　ヨってぐらいではか

　　　　　r

G　mijosukeguraizja：
　　　　　ミヨスクぐらhでは

　　　コ　　　　　　　　　　　　　　ド　　ヨ

8uk：ebθ：jar・O：zuraja，
　助兵衛野郎だろうよ

　　　　　ド　　　つ

G　do：mo
　　　どうも

kjo：ka：
記憶は

　r．　n．

naiJa
ないよ

C　koNnakoto
　　　こんなこと

　　ド
juqte
言って

sonositon±
　　その人に

　　　　　l　　　　　　　r
kikaserunokaja
　きかせるのかね
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G　d。：丑。「

　　　どうも

　l　　　　　　　　r
kiokuwanai
記憶はないよ

　　　r
huN七〇
本当に

　　　　r　　　l
A　juzimaqeju：
　　　　湯島っていう

　　　ntokoi
とこへ

　　　　　　　　r　　　n　　　l
iqte　toqtel〈itana：
行って　　取って来たな

naN七e
なんて

　　　　r　　　　l

C　kamijuzimano
　　　　上湯島の

　　　　コ

ko：SiNsaN捻O
　庚申講の

8火燧塁a　聖義留i sjabeqta
しゃべった

　　　コ
jacu，dLε」エユa，Nt；e

　やつだなんて

　　　　　1
kika　sa’窒?　tara
　　聞かされたら

　　　r　　　　　　：
G　a：nojaro’：
　　　　あの野郎

　ら
da：rega
　だれが

hoNnakoto：
そんなことを

iqtadanaNcjuja：
言ったなんて言えば

r

ar3a・
あれは

　　　　　1．

hacibe：zuraja
　入兵衛だろうよ（124）

　コ
naN七eju．：d．adθ
などというんだから

　　　　　コ
sjONnai，
　困る

a
は

量
れa

あ

　　　　　lr　1
sjoNnaizo　arja
しょうがないで　あれは

　　　r
B　SOrja二
　　　それは

　　　コ　　　　　コ
kO】五a（1tana：
　困ったな

孤
は

」
れ

r
r
あ

　
aG 　1

sijoNnaizo，　do：
しょうがないそ　　どう

sijo：mo　nai
しょうも　　ない

　　　　r

F　sakutacuno
　　　　　作籏の

iqpoNni
一本に

　　　コ　　　　　　　　　コ

kaka（1Cjaq．CU＝ra
かかっちゃっただろう

　　　r　　　　　　l

G　arja：na：
　　　　あれはな

　　r　　　　l　1
ko　：　cjo　：　seNse’：　daqc　ju：　de，

　　校長先生だというので，

　　ド

kusurjo：，
　薬を

　　r

kusurjo：
　薬を

　コ
joku．
よく 鐵雛「1翻撮老e

　　　1　r　　l
iqtesa，　k．oN’ja
行ってさ　今夜

sono　ko［・ejo：se一

その　　　校長先生の

　　：
Nse：no 　　　　　サ

UC■。
家に

七〇憩aru．dad．e
泊まるんだから

　　r　　　　　　　　　　］
k二〇’：cjO二se！亘se：qLCju．：de　　Qra・
と校長先生っていうので　　　　　　俺は

和
「
箆
を
a
何

　　「
　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　し

3aro・　　こ｝U・SO・na
この野郎は書うんだろう

tomoq七e
と思って，

　　r　　　　　　l
七〇qpi恥ona・ikOto：
　突飛なことを

　　　　r
ju：de　ria　：，

いうからな，

　　r　　　　　　　　　　l
ko二cjQ；se］｝ise二qt｝θ
　校長先生って

　iqtai　omae　areda：
いったい　　訟前　　あれだよ

so　no
その
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　　r　　　　　　’1

kjo：±Nzju：takui
　教員住宅に

tomarujo：ni　jaro：
　泊まるように　　　こhつ

　　　　1　　　　　　　　　1

sむ鶏霧舞謬a：

強要・穂妥・・輪回麗・・：㌢1ε霧・嬬 　　r　　l　ndaNdaNda）ldaN一一
だんだん聞いてみたら

S工七ara，
　r
gotacgpt．no
ゴタソキ（富岳）の

ko：．cjo：seNse：Ntokoi　tomarudagte，
　　校長先生の所へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泊るんだって

　r　　　　　　n

a・rez］a．
あれでは

　　　r
jaqto
やっと

wal〈aqta
わかったという次第で

　　　　ド
F　kok：oi
　　　ここへ

to孤aruka　　aN七a
　泊るか　　　あんた（山口に対し）

？
　
　
？

r
．
。㎞

え
Y

　　　　r　）．．　1
D　zicunS：Ntoko’daqte
　　　実兄の所へ泊るんだって

　ド　　　　　コ

Zicuni：］N七〇ko
実兄の所

　　r　　　　　　　　：

F　daizicue
　　大手（大工の実）へか，

　　ド　　　　　　　ヨ

horadiriCUθ
ボラ実へか

　　　　r　　　l　r
C　zi’eudalsaNzura
　　　実大さんだろう

　　　　r　　　l

D　zicudaisaNdaqte
　　　　実大さんだって

　　　　r　　　　　＝

A　soNnakoto：
　　　　そんなことを

　F　　：

Ju・naJa
いうなよ　（Fに対し）

　　　　ド
G　　zicu．daino
　　　　　実大の

tokoi
所へ

　　　　　．　1．

七〇marJa・
泊れば

aresa
あれさ

　r
waS■血O
　わしの

　1ka　：　＄a．Nga

かみさんが

r　l
itokodakara
いとこだから

　　r　　　l
Y　a：so：da
　　　あXそうだ

　　　　　1
SO聾nakO七〇
そんなこと

　　　　ド
ju（1tane
来ったね

　　　　ド
Gjo：rosiku．
　　　　よろしく

tanomima’su
　　頼みます
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B　daをega
　　　　誰が

juqterudaka
’言ってるのか

　　　　r　l
C　wakaqcjauzo
　　　　わかつちゃうそ

hoNnakoto：
そんなこと

　　　ヂ
ju、：七〇

いうと

　　　　ド

G　hoidaN
　　　　だけど

つ

σra
俺

　　r　　l　r七e：bo：wa　　Zeq七ai
テーボーは　　ぜったい

korja
これは

　　　　r　　　　　　n

F　bakajaro：
　　　ばかやろう

　　r　　　　－
daiziculigte
大実へ行って

　ドtomaru
　泊る

　　　　　　　つ
わakajaro：ga
ばかやろうが

ド　　つ　つ

aruk：ai
あるか

　　　ド

A幌懇£： kureruzo
くれるぞ

○狙ae
k・前

　　　　r　　　　　　n

F　bakajaro：
　　　ばかやろう

　　r　　l

naNde：
　なぜ

ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

oreNtokoi　　七〇marθ：
　俺ん所へ　　　泊れ

　　　　r
A　wadaio
　　　話題を

kaeruzo
かえるぞ
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注

p　5　（1｝

P　5　（2）

P　6　（3）

P　7

ple

p　ao

P　as

P　15

P　20

P　20

P　2a

P　2G

P　22

P　22

P　22

P　25

P　26

p　26

P　51

4
貞
5
6
7
8
6
α
o
傷

窃
紛
の

q
“
α

勃
窃
勃
8
9

q
U
廷
佳
燵

旧安倍郡井川村、静岡市に編入◎大川村の山をへだてた北にある。

旧大川村檎尾。二野、大間とともに、高地にある。

当：方言本来のいい方としては、このように用言のあとにNは認め

られない。これは：方言を改めているいい方であるQこのようなこ

とは、最近の地方：方言の情勢として、しばしばあbうることであ

る。

かぶと虫の一種という。

r置いて行こう」という意味で「意思未来」形。

主旨がよく判らない。

槍尾、三野、大間のこと。

静岡市羽鳥。大昔、大川村大閥と羽鳥のあいだには、人の住む村

はなかった、という伝説のことを話している。

旧安倍郡玉川村、静岡市に編入。大川の山をへだてた東北にある。

旧玉川村柿島。

旧安倍郡清沢村小島。静岡市に編入。大川村と同じ川筋にあb、

南方。大川村方言と同じギラ方言に属す。

旧清沢村鍵穴◎やはり同じギラ：方言に属する。

ドーカン淵の上に家を構えている「作辰」という男のこと。

このdadaiは、「だいたい」を早口に去ったパロール的なものか

もしれない。

この講に参加している森下さんのこと。

「澄前」の意

旧大川村坂ノ上。

旧大川村日向。旧役場所在地。湯島の南にある。

当：方言本来のいい方ではない。本来は、sirano：qke。

　　　　　　　　　　一一62一



P　57　an

p　57　2i）

P　42

p　45

P　59

圃
㈱
幽

このjaも、　当方言のふつうのいい方としてはk・かしい。

キヤール（蛙）も、ナクンテ（泣くから）も、静岡市方言である

が、大川村：方言では云わないいい：方である。

toが抜けているのも、　当：方言本来のいい方ではない。

磐田郡水窪町。

森下忠喜さん宅の家の名。
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